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No. 乏

と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

あ年寄りが正月用の

しめ飾り作り

老人クラブの皆さんによる、正月用しめ飾り作りが、 11月28日老人創作館で行
われました。老人クラブでは、毎年この時期に正月用しめ飾りを作り 、安く販売

して町内の皆さんに喜ばれています。

この日は、各地区から集った老人クラブの皆さんが、今年産の青い稲わらを使っ

て本職顔負けのしめ飾りを次々に仕上げていました。

尚、今回作られたしめ飾りは、特別町民の皆さんに送る事になっています。

（しめ飾り作りに精を出すお年寄り）
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函麟 呵 田(2)

よもぎうどん・加工品も好評

今後さらに研究を重ね商品化目指す

手作りの加工品づくりに取り組む生活改善グループ

町
で
は
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
特

産
開
発
推
進
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
肱
川
町
で
現
在
生

産
さ
れ
て
い
る
農
林
産
物
や
そ
の
加

工
品
、
あ
る
い
は
工
芸
品
な
ど
を
見

直
し
、
新
し
い
視
点
か
ら
創
意
を
こ

ら
し
た
新
製
品
の
研
究
開
発
を
行
い
、

町
を
代
表
す
る
特
産
品
を
育
成
し
定

着
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
場
産
業

を
振
興
し
就
業
機
会
の
確
保
と
所
得

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
特
産
品
の研
究
開
発

肱川町のイメージとなる特産

品の選定、流通調査、販路の開

拓等を進めています。

特産開発センターでは、普及

所等の協力を得、生活改善グ

ループ・創作グループとともに

特産品の開発に取り組んでいま

す。

特別町民加入状況

北海道 4人
埼玉 8人
千葉 1人
東示 21人
神奈川 12人
石川 3人
静岡 3人
愛知 24人
滋賀 1人
牙、都 10人
大阪 33人
兵庫 16人
奈良 2人
和歌山 1人
岡山 4人
広島 1人
山 ロ 3人
香川 1 1人
愛媛 52人
高知 1人
福岡 2人
佐賀 1人
長崎 1人
計 215人

食
堂
で
利
用
し
て
い
る
「
よ
も
ぎ

う
ど
ん
」
や
、
す
で
に
製
品
化
し
て

い
る
「
き
ゅ
う
り
の
粕
漬
・
梅
ジ
ャ

ム
・
ゆ
ね
り
」
な
ど
の
研
究
開
発
を

行
っ
て
お
り
、
少
し
づ
つ
そ
の
成
果

が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
 特
別
町
民
制
度
の

発

足

特
産
開
発
推
進
事
業
の
目
玉
と
し

て
特
別
町
民
制
度
を
発
足
さ
せ
会
員

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

緑
あ
ふ
れ
る
肱
川
の
ふ
る
さ
と
を

自
然
に
接
す
る
機
会
の
不
足
し
て
い

る
都
会
の
人
達
に
提
供
し
、
都
会
の

人
達
と
町
民
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ

お
互
い
の
理
解
と
親
睦
を
深
め
る
と

と
も
に
産
業
の
振
興
を
図
ろ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
人
は
だ
れ

で
も
い
つ
で
も
加
入
で
き
、
会
費
は

一
年
間
二
万
円
で
す
。
加
入
い
た
だ

い
た
方
に
は
特
別
町
民
証
を
交
付
し

色
々
な
特
典
が
与
え
ら
れ
ま
す
が
、

中
で
も
代
表
的
な
特
典
は
、
四
季
お

り
お
り
の
肱
川
の
特
産
品
を
お
届
け

す
る
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
で
す
。

し町入 す。国は 変香月二を
ま民会町 各北加喜り八百始こ
すのの
゜皆呼は

で 地海入ばを日十めの

さび常
ヵ~道状れ発に五会制

ん
ヵ~ らか況ま送は人員度
時 加らはしし第に は

塁誓会 入南別た会ーなは六
行員 いは表゜貝回っ十月
協つ千 た九の ののて―
カ 人だ州と 皆 ふ 月日 知 "

璽 ：こ冦誓:を
て し‘ -•`.＂ふ元:Jt~色-ゴ→
をいを いまお さるま末ヵ~r -:--: 9：ぎ 唸賢恥 ニ-

孔叶口亡夏｀〗£乏三;，ユ
ま全北 大の十で集箱詰めされて特別町民に送られるふるさとの香り

特
産
開
発
推
進
事
業
の
拠
点
と
し

て
「
ひ
じ
か
わ
特
産
開
発
セ
ン
タ
ー
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
皆

さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
肱
川
町
の

入
口
で
あ
る
萩
野
尾
の
国
道
沿
い
に

建
設
し
七
月
七
日
オ
ー
プ
ン
、
特
産

品
の
販
売
・
農
林
産
物
の
加
工
・
食

堂
を
行
っ
て
い
ま
す
。

加
工
場
で
は
、
き
ゅ
う
り
の
粕
漬．

う
め
ジ
ャ
ム
・
ら
っ
き
ょ
う
漬
・
う

め
ぼ
し
漬
・
ゆ
ね
り
等
を
作
り
販
売

し
て
い
ま
す
が
大
変
好
評
で
す
。

ま
た
、
食
堂
で
利
用
し
て
い
る
よ

も
ぎ
つ
ど
ん
は
肱
川
の
名
物
と
し
て

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
肱
川
会

4-

の
設
立

ふ
る
さ
と
肱
川
会
の
設
立
も
大
切

な
事
業
で
す
。

全
国
各
地
に
多
く
の
肱
川
町
出
身

者
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
中
で
も
集
中

し
て
い
る
、
京
阪
神
・
東
海
・
東
京

と
松
山
市
に
肱
川
町
出
身
者
の
会
を

作
り
、
こ
の
方
た
ち
相
互
の
親
睦
を

は
か
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
肱
川

と
の
交
流
を
活
発
に
進
め
よ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

以
上
、
四
つ
の
事
業
を
進
め
肱
川

町
の
特
産
開
発
を
行
っ
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

3ー
＇特

産
開
発
セ
ン
タ
—

の
設
立



(3)匂 口 函麟

昭
和
五
十
七
年
七
月
に
部
落
長
さ

ん
を
通
じ
て
各
家
庭
か
ら
出
し
て
い

た
だ
い
た
肱
川
町
出
身
者
名
簿
に
よ
っ

て
転
出
先
と
転
出
者
数
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
県
外
に
は
六
百
二
人
、
県

内
に
六
百
九
十
九
人
、
合
わ
せ
て
千

三
百
一
人
の
方
が
転
出
し
て
在
住
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

県
外
で
は
京
阪
神
地
区
が
最
も
多

く
、
二
百
八
十
人
と
全
体
の
四
六
貯

を
占
め
、
次
い
で
東
京
地
区
の
百
十

五
人
（
十
九
貯
）
、
東
海
地
区
五
十
八

人

(
-
0
打
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
で
は
松
山
市
が
最
も

『

東
海
地
区
肱
川
会
設
立
総
会
が
九

月
十
五
日
、
名
古
屋
電
々
会
館
で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
九
日
、
名
古
屋
市
で
肱

川
会
設
立
打
合
せ
会
を
開
い
た
東
海

地
区
は
、
上
岡
猛
さ
ん
（
共
栄
出
身
）

を
発
起
人
代
表
と
し
て
総
会
の
準
備

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
海
地
区
に
は
先
の
調
査
で
五
十

三
人
の
出
身
者
が
お
ら
れ
ま
す
が
、

東
海
地
区
肱
川
会

多
く
二
百
三
十
七
人
で
三
四
打
を
占

め
て
い
ま
す
。
次
が
大
洲
市
で
百
七

十
七
人
（
二
五
貯
）
、
次
に
野
村
町
、

今
治
市
等
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
各

地
で
町
出
身
者
の
か
た
が
た
が
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
出
身
者
の
集
中
し
て
い

る
、
京
阪
神

・
東
海
・
東
京
・
松
山

地
区
に
肱
川
会
を
設
立
し
て
い
た
だ

き
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
な

が
ら
ふ
る
さ
と
で
あ
る
肱
川
町
と
の

交
流
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

も
の
で
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
こ
の
ほ
ど

三
地
区
で
設
立
さ
れ
た
肱
川
会
の
総

会
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

表IJ 
ロ［ 

その後、役員の方の調査で七十

三名となり、名簿が作成され設

立総会開催の通知が全員に出さ

れました。

ところが、突然の案内状に疑

問を感じられた方もあったよう

で、出席の返事は少なく役員の方

をがっくりさせたようです。そこ

で出身者一人ひとりに電話で説

明し入会を呼びかけるなど、役

員の方の苦労がうかがわれます。

総会には町から、町長・教育

長・農林課長・企画課長補佐と、

町議会から産業委貝五人が産業

委員研修を兼ねて参加、また、

東京から大越譲代表、大阪から

中野忠志代表が駆け付けていた

だき、会員三十八人と合わせて

総勢四十九人の盛大な総会とな

役職名 氏 名 旧姓 出身部落 住 所

会長 上岡 猛 ク北ヽ 栄 愛知県安城市

副会長 大越久美夫 奥の山 ＂ 
半田市

" 松尾政隆 菟野尾 II 名古屋市

II 二重富美子 宮田 中 津 ＂ 一宮市幹事 水池朋徳 広 常 II 名古屋市

II 伊藤和広 町 ＂ 名古屋市
＂ 上岡

:fr. クヽ 栄 " 豊橋市

＂ 万願寺嘉一
道野尾 II 海部郡佐織町

＂ 和気信行 菟野尾 ＂ 
春日井市

” 岩本克彦 下嵯峨谷 ” 名古屋市
＂ 
水池孝夫 広 常 岐阜県各務原市

II 中村吉登 片山 大 和 静岡県浜松市

＂ 
成本孝義 上鹿野川 三重県松阪市

II 増田郁男 郷 愛知県豊田市

東海地区肱川会役員名簿

り
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
は
長
野

県
中
部
地
震
の
あ
っ
た

翌
日
で
、
こ
の
日
も
午

前
中
に
大
き
な
地
震
が

二
度
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
関
係
で
出
席
で
き
な

か
っ
た
方
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
当
日

は
大
変
良
い
天
気
に
恵

ま
れ
、
参
加
者
も
昼
過

ぎ
か
ら
ボ
ツ
ボ
ツ
集
ま

り
、
そ
の
た
び
に
懐
か

し
い
話
が
飛
び
か
い
、

い
つ
の
間
に
か
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
ロ
ビ
ー
で

は
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
人
達
で
ふ
る
さ
と
の
話
し
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
の
名
称
を
東
海
地

区
肱
川
会
と
す
る
こ
と
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
ふ
る
さ
と
肱
川
町

と
の
交
流
を
活
発
に
行
う
こ
と
、
総

会
を
毎
年
九
月
に
実
施
す
る
こ
と
な

ど
を
定
め
た
会
則
が
決
定
さ
れ
、
次

に
役
員
の
選
出
が
あ
り
会
長
に
上
岡

猛
さ
ん
、
副
会
長
に
大
越
久
美
夫
さ

ん
を
は
じ
め
十
四
人
の
方
が
役
員
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
（
別
表

1
)

肱
川
会
設
立
を
祝
っ
て
町
長
・
産

業
委
員
長
・
東
京
代
表
・
大
阪
代
表

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ

か
あ
り
、
最
後
に
町
で
作
っ
た
ス
ラ

イ
ド
、

「私
達
の
肱
川
」
で
ふ
る
さ
と

を
紹
介
、
古
い
写
真
や
現
在
の
状
況

が
写
し
出
さ
れ
る
と
、
懐
か
し
さ
の

京
阪
神
肱
川
会

あ
ま
り
に
目
に
涙
を
浮
べ
て
い
る
方

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

肱
川
町
の
移
り
変
わ
り
、
肱
川
町

の
現
状
、
特
産
開
発
推
進
事
業
の
主

旨
、
特
別
町
民
の
募
集
な
ど
を
盛
り

込
み
肱
川
町
と
会
員
の
方
の
交
流
を

お
願
い

し
ま
し
た。

総
会
終
了
後
の
懇
談
会
で
は
、
懐

か
し
い
子
供
の
頃
の
話
し
や
、
東
海‘‘,ノ

:]
会神
凡
反奈懇 瀑

主＂一△
[

ぷ

J
i
5
9

百
r
-0"-

：
音-
-．．
 

を
5
い

-
11
,_‘、肱

地
区
に
出
ら
れ
て
か
ら
の
苦
労
話
し

な
ど
、
話
し
は
い
っ
こ
う
に
尽
き
ま

せ
ん
。
「お
前
も
名
古
屋
に
来
て
い
た

の
か
…
…
。
」
な
ど
と
、
長
い
間
す
ぐ

近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら
お
互
い
に

知
ら
な
か
っ
た
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に
来
年
も
ま
た
会
う
こ
と
を

約
束
し
て
会
を
閉
じ
ま
し
た
。

一
方
、
五
月
十
九
日
に
開
か
れ
た

京
阪
神
地
区
は
中
野
忠
志
さ
ん
（
小

次
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く



匝麟 同 田(4)

【別表2】 京阪神肱川会役員名簿

役職名 氏 名 旧姓 出身部落 住 所

会長 中野忠志 小畑井 大阪府吹田市

副会長 栗田 昭 町 ＂ 大阪市II 神井正吉 大 和 示都府示都市

幹事 山中茂幸 瓜生谷 大阪府吹田市

＂ 篠浦千代 福田 下鹿野川
II 高槻市

II 久保峯男 広 常 ＂ 大阪市
＂ 沖野安信 小 藪 兵庫県揖保郡太子町

＂ 奥野時寛 小 藪 ＂ 伊丹市
＂ 畦田辰生

汗 生 大阪府大阪市

畑
井
出
身
）
が
代
表
と
な
り
設
立
を

進
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
範
囲
が
広
く
、
出
身

者
も
三
百
十
八
人
と
最
も
多
い
の
で

全
貝
に
通
知
を
す
る
の
も
大
変
で
す
。

設
立
総
会
は
十
月
二
十
一
日
、
大

阪
淀
川
会
館
で
会
員
六
十
七
人
が
出

席
し
、
町
か
ら
は
町
長
外
三
人
と
町

議
会
か
ら
総
務
委
員
五
人
、
そ
れ
に

東
京
・
東
海
地
区
の
代
表
者
も
参
加

し
て
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
名
称
を

「
京
阪
神
肱

川
会
」
と
決
定
、
会
則
の
承
認
を
受

け
、
役
員
選
出
で
は
中
野
忠
志
さ
ん

が
会
長
に
、
副
会
長
に
栗
田
昭
さ
ん
、

神
井
正
吉
さ
ん
な
ど
（
別
表
の
方
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
後
に
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
肱
川
の
紹
介
を
行
い
閉
会

し
ま
し
た
。

東

京

肱

川

会

こ員月い旧
ともにつ友懇
で増行まや親 ［斎 ＿^
しえわで‘会 -

9 3...，エ景:

よ‘れも同で i•— --1 
うするつじは I..,a¥. 
゜ば総き部久
ら会ま落し
しにせのぶ
いはん人り
会一゜とに
に段来の会
なと年話つ
る会十はた

東
京
を
中
心
と
し

一
都
六
県
に
ま

た
が
る
東
京
肱
川
会
は
十
一
月
四
日

に
東
京
四
ッ
谷
の
主
婦
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
身
者
は
京
阪
神
の
次
に
多
く
百

八
十
人
の
方
が
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
の
出
席
者
は
五
十
九
人
、
町
か

ら
は
町
長
外
三
人
、
議
会
か
ら
文
教

厚
生
委
員
六
人
と
京
阪
神
・
東
海
地

区
か
ら
会
長
も
参
加
し
、
総
勢
七
十

人
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
に
は
す
で
に
中
野
小
学
校
卒

,t. ・:-:::.-. ••• △ 
： 約70人が出席して行われた東.......今只工

し錢
ーー1
1

一
業
生
で
作
ら
れ
た
東
京
肱
川
会

一
や
、
上
森
山
の
出
身
者
で
作
ら

長
一
れ
た
東
京
上
森
山
会
な
ど
が
あ

り
、
こ
れ
を
甚
礎
に
し
て
呼
び

会
一
野

一

中

一

か
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

る

一

す

一

会

長

に

は

設

立

の

お

世

話

を

―
い
た
だ
い
た
、
大
越
譲
さ
ん
（
奥

つ―
さ
―ぃ
一
の
山
出
身
）
が
選
任
さ
れ
ま
し

た。

あ

―

で

―

会

一

懇
親
会
で
は
カ
ラ
オ
ケ
も
飛

も^

ー
び
出
し
、
終
始
な
ご
や
か
に
進

糸区
―

め
ら
れ
、
議
員
さ
ん
も
隠
し
芸

地

―

神
一
阪
一
を
披
露
す
る
な
ど
し
て
楽
し
い

一
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

京
―

1

ー
ー
ー
一
こ
の
よ
う
に
し
て
各
地
区
に

肱
川
会
が
設
立
さ
れ
、
出
身
者
の
親

睦
が
は
か
ら
れ
、
私
達
の
ま
ち
肱
川

町
と
の
交
流
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
地
区
で
は
来
年
度
に

は
ふ
る
さ
と
ツ
ア
ー
を
計
画
し
、
会

員
の
家
族
全
員
で
肱
川
へ
行
っ
て
見

【別表3】 東京肱川会役員名簿

役職員 氏 名 旧姓 出身部落 住 所

会長 大越 譲 奥の山 神奈川県藤沢市

副会長 冨永金作 上森山 東京都大田区

＂ 堀 雄幸 藤之原
＂ 国分寺市

＂ 鈴木花子
官甲 氷‘ 月野尾 ＂ 

板橋区

幹事 大野 信 町 II 調布市

ff 藤中 道 上鹿野川 ＂ 新宿区
＂ 
下野 初 広 常 II 町田市

＂ 石川弘子 和気 上敷水 ＂ 
世田谷区

＂ 楠本八郎 大 和 神奈川県鎌倉市

＂ 
二 宮義昭 中 津 II 横浜市

＂ 高 鳥寛子
宇都宮 小 藪 ＂ 鎌倉市II 和気 浩 下鹿野川 千葉県千葉市

II 進藤道子 官甲 氷‘ 下鹿野川 ＂ 千葉市II 万願寺恒友 道野尾 埼玉県加須市

会計 上 野利男 中居谷 東示都立川市

よ
う
と
言
う
話
も
出
て
い
る
よ
う
で

す。
ま
た
、
県
内
で
出
身
者
の
多
い
松

山
市
で
は
近
く
打
合
せ
会
を
開
き
‘

松
山
肱
川
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

※
昭
和
五
十
七
年
七
月
に
実
施
し
た

調
査
で
出
身
者
名
簿
を
出
さ
れ
て

い
な
い
方
や
そ
の
後
住
所
を
変
え

ら
れ
た
方
は
役
場
企
画
課
ふ
る
さ

と
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 ＝ 

国
籍
法
と
戸
籍
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

国
籍
法
及
ぴ
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、
昭
和

六
十
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
か
、

そ
の
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
父
母
両
系
主
義
の
採
用

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
以
降
、
生
ま
れ
た

時
に
父
母
の

一
方
が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ

の
子
は
日
本
人
に
な
り
ま
す
。

二
、
国
籍
留
保
制
度
の
適
用
範
囲
の
拡
大

外
国
の
生
地
主
義
国
で
生
れ
た
子
は
そ
の

国
の
国
籍
を
取
得
し
ま
す
が
、
日
本
の
国
籍

留
保
の
届
出
を
し
な
い
と
日
本
の
国
籍
は
失

い
ま
す
。
改
正
後
は
ど
こ
の
国
で
生
ま
れ
て

も
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
が
必
要
で
す
。

三、

帰
化
条
件
の
改
正

日
本
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
の
帰
化
条
件

は
、
三
年
以
上
国
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
申
請
者
本
人
の
独
立

能
力
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
が

世
帯
単
位
で
判

断
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
国

際
結
婚
を
し
た

人
の
氏
の
変
更

や
昭
和
六
十
年

一
月
一
日
よ
り

前
に
生
ま
れ
た

子
で
も
一
定
条

件
の
下
で
三
年

以
内
に
届
出
を

す
る
と
国
籍
の

取
得
が
で
き
る

な
ど
の
改
正
が

あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と

は
町
民
課
戸
籍

係
に
お
尋
ね
下

さ
い
。



(5)匂 田 函麟

十
一
月
十
六
日
、
肱
川
町
公

民
館
に
お
い
て
肱
川
町
戦
没
者

追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
は
、
県
知
事
代
理
を
は
じ
め

多
く
の
来
賓
と
ご
遺
族
、
約
二
百

人
の
参
列
を
得
て
午
前
十
時
開

式
、
町
長
が
「
若
い
世
代
に
戦
争

の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
語

り
伝
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界

の
恒
久
平
和
が
成
り
立
つ
…
…
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
遺
族
会
会
長
・
県
知

事
他
来
賓
の
か
た
が
た
か
ら
、

町
内
二
百
八
十
七
柱
の
英
霊
に

対
し
、
冥
福
を
祈
り
、
平
和
を

祈
念
す
る
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ

次
い
で
、
遺
族
代
表
・
各
来
賓
の
献
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
球
上

花
が
あ
り
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。
で
は
、
今
な
お
戦
争
に
明
け
暮
れ
て

今
、
日
本
は
、
自
由
と
平
和
と
物
い
る
多
く
の
国
家
が
あ
り
、
飢
え
に

に
恵
ま
れ
、
世
界
一
幸
福
な
国
家
と
苦
し
む
多
く
の
人
類
が
住
ん
で
い
る

な

り

ま

し

た

。

こ

と

を

想

い

、

私

達

日

本

人

の

生

活

し
か
し
、
こ
の
平
和
も
過
去
の
大
が
本
当
に
幸
福
な
も
の
で
あ
る
こ
と

き
な
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
を
改
め
て
認
識
し
た
い
も
の
で
す
。

h
-m
-―•
3
-
-
g
-
—:
＇

―-m
-＿r
9
#
―
―
―
―
P
.,
n
-m
-―
―
零
一
n
h
-＿
_
＿
_
ー

-9

q
-＿
＿
＿
＿
＿
=
g
-

ぞ
H
-＿--'
u

1
h
-
＿_-
u.
.
 -ー-9i
―_＿＿
_-＝-_＿＿-――
_-J-＿＿＿＿―-g-ー-＿＿＿
＿-P
.―――
-h
-＿__ ー-9-
＿-ー
__
 
＿＿＿-― 
..
.
 

＿-
9
_
＿_
-
P
U

重

一
―
_
-
―
―

――
-
―

-
9
U
-ー
-
g
-
―
-―
―
―
―
―
=
-
―
―
―

-
u
-
＿
＿U
n-――
―
―
-
―

-
9

q
—

__ ＿
＿
_
ー

-n
u
—
-
h__ ＿-P.9-Ih-
―――-― 
__ ＿u9-9n--
―"'"""'
"'―-9●_-

き
ん
し
つ
あ
い
わ

ー
琴
幸
必
相
和
す
五
十
年
ー

昭
和
五
十
九
年
度
肱
川
町
合
同
金

婚
式
が
、
十
一
月
二
十
二
日
肱
川
町

公民館で行われました。

今年度は、昭和九年に結婚さ

れた十一組のご夫婦がめでた＜

苦
楽
を
＋共
-r 一組
1が 五
め＋
[＊年

金
婚
式 ら シi t ぷ

英霊の冥福を祈り、世界の平和を誓った追悼式

戦
没
者
を
追
悼
し

世
界
の
平
和
を
祈
る

今
年
度
め
で
た
く
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

結
婚
五
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。昭
和
九
年
と
い
え
ば
、
日
本
が

軍
国
主
導
と
な
り
、
刻
々
と
戦
争

の
足
音
が
高
く
な
っ
て
行
く
頃

で
あ
り
、
今
年
金
婚
式
を
迎
え
ら

れ
た
か
た
が
た
は
戦
争
ま
っ
た

だ
中
で
子
育
て
を
さ
れ
、
「
苦
労

は
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
良

い
想
い
出
に
…
…
。
」
と
お
互
い

の
苦
労
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
健
康
で
、
夫

婦
相
睦
み
、
後
輩
の
良
き
お
手

本
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

山
田

勝
く
ん
【
嘉
城
】

S
5
8
.
4
.
2
9
日
生
ま
れ
(
1歳
7
か
月
）

＼
ー
蕉

1§

歳

歳

塁
〗

名
前
は
、
画
数
を
み
て
お
母
さ
ん
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
付
け
ま
し
た
。

今
は
と
に
か
く
な
ん
に
で
も
興
味
を
示
し
、

お
姉
ち
ゃ
ん
の
す
る
こ
と
を
全
て
真
似
し
て
遊

び
ま
す
。

将
来
は
、
健
康
な
う
え
活
発
で
、
だ
れ
に
も

好
か
れ
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す。

〇

汗

生

生

ー一他） わ 0っ“7L
中
野
睛
夫
く
ん
〔
小
畑
井
〕

S
5
8
.
4
.
2
8
日
生
ま
れ
(
1
歳

7
か
月
）

藷‘I--

お父さん
孝廣さん(34歳）

お母さん
三津穂さん(28歳）

0
下
嵯
峨
谷

照
市
義
子

松

本

一タ
マ
ヨ

松
田
佐
津
喜

フ
サ
ノ

石
井
福
右
ヱ
門

マ
ツ
子

西

本

武

丸品

松

本

登キ
ミ
コ

西
山
源
次
郎

タ
キ
ヨ

林

義

一

ハ
ル
ヱ

藤

川

兼

松

ハ
ツ
ヱ

名
前
は
、
呼
び
や
す
く
、
す
ぐ
覚
え
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
名
付
け
ま
し
た
。

今
は
、
オ
モ
チ
ャ
の
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
が
大

の
お
気
に
入
り
で
、
毎
日
外
で
元
気
に
遊
ん
で

い
ま
す
。

将
来
は
、
平
凡
で
も
い
い
か
ら
健
康
で
、
広

い
心
を
持
っ
た
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

末

一

末
子

中
野
秋
次
郎

モ
モ
子

森

来賓といっしょに記念写真

0
中

津

0
藤

野

原

0
久

保

0
中

居

谷

0
中

居

谷

0
中

居

谷

0
共

栄

〇

嘉

城

中
岡
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【表ー 1】 特別町民制度はどこで…

種 別 回答数 率

テレビ放送 9人 8% 

新 聞 16人 15% 

知人・友人 29人 27% 

肱川町出身者 20人 19% 

そ の 他 26人 25% 

記入なし 6人 6% 

計 106人 100% 

十
月
八
日
に

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」

第
一
便
を
特
別
町
民
の
皆
さ
ん
へ
発

送
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
好
評
で
関
係

者
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
発
送
の
状
況
が
テ
レ
ビ
・

新
聞
等
で
報
道
さ
れ
る
と
、

「
直
ち
に

加
入
し
た
い
の
で
同
じ
品
物
を
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

合
計
百
八
十
人
の
特
別
町
民
の
方
へ

こ
の
問
い
に
対
し
て
は
二
十
五
人

（二
三
行
）
の
方
が
報
道
機
関
で
、
ま

た
、
七
十
五
人
（
七

一
打
）
の
方
は
肱

川
町
出
身
者
、
ま
た
は
、
町
に
関
係

⑥
特
別
町
民
制
度
は

何
で
知
り
ま
し
だ
か

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
第
一
便
を
お
届

け
し
ま
し
た
。

発
送
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
用

紙
を
送
り
、

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
の

内
容
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
百
六
人
（
約
六

0
打）

の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
、
そ
の

調
査
結
果
を
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
あ
る
知
人
・
友
人
か
ら
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ー
別
表
①
ー

今
後
は
さ
ら
に
、
マ
ス
コ
ミ
等
に

よ
る

P
R
と
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の

方
が
特
別
町
民
に
加
入
し
て
い
た
だ

く
よ
う
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
は
全
て
、
宅

送
便
で
お
届
け
し
ま
し
た
の
で
県
内
、

香
川
県
、
京
阪
神
な
ど
の
地
区
は
問

題
な
く
届
い
て
い
ま
す
が
、
十
月
十

日
が
祝
日
で
し
た
の
で
関
東
・
北
海

道
地
区
で
は
、
宅
配
が

一
日
遅
れ
た

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
後
の
発
送
に
あ
た
っ
て
は
、
休

⑥品物が届いだ

期日と所要時間は

好
評--

；ァン第り 町た民肱
何から 川
査 苔ーの
菫特
の産
戸＝"ロn 

（表ー 2】 地域別到着状況

発送日時 地区 到着日 所用時間 備 考

県 内
8 1~3 大洲市・長浜町， 22~27 松山市・今治市

四国内 ， 21 ~25 香川県
中国内 l l 68~71 山口県・広島県

京阪神
， 21 ~29 大阪市・京都市・神戸市

10月8日 10 49~52 兵庫県

12時
東 海
， 22~28 愛知県

同時発送 10 44~45 静岡県

10 45~50 神奈川県
関 東 11 66~73 東京都

12 97~99 埼玉県

九 州 ， 28 福岡県
その他地区 石川県73時間 北海道140時間

⑥
栗
は
い
力
が
で
し
だ
か

日
を
避
け
、
一
日
も
早
く
届
く
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
別
表
③
ー

肱
川
特
産
の
栗
に
つ
い
て
は
九
〇

打
の
方
か

「大
変
良
か
っ
た
」
と
答 特別町民に送られたふるさとの香り第 1便

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に

3
L
の
大
き
な
栗
が
気
に
入

り
近
所
の
人
に
お
す
そ
わ
け
し
て
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
」
と
か

「栗

は
見
事
な
出
来
栄
え
で
、
味
も
格
別

で
し
た
。
ま
だ
見
ぬ
肱
川
町
へ
機
会

が
あ

っ
た
ら
ぜ
ひ
お
訪
れ
た
い

」
と

い
う
方
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
一
〇
貯
位
の
方
か
ら
は
、

「大
味
で
あ
る
」「
ゆ
で
栗
は
小
さ
い
方

が
良
い

」「
少
し
虫
喰
い
が
あ
っ
た
」

「量
が
多
す
ぎ
る
」
な
ど
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

次
回
の
発
送
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回

ご
意
見
の
あ
っ
た

「大
き
さ
」
「量
」

等
に

つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

⑥
ゆ
ず
・
文
楽
も
な
か
は
…

文
楽
も
な
か
の
発
送
に
あ
た
っ
て

は

「形
く
ず
れ
」
し
な

い
だ
ろ
う
か
と
関
係
者

一
同
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
も
な
か
も
ゆ
ず

も
正
常
な
形
で
届
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
安
心

し
ま
し
た
。

「ゆ
ず
は
‘
う
ど
ん
や

そ
う
め
ん
の
か
や
く
に

使
っ
た
が
、
ゆ
ね
り
に

す
る
黄
色
い
ゆ
ず
も
ほ

し
い

」
な
ど
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

も
な
か
に

つ
い
て
も

「外
皮
が
こ
う
ば
し
く‘

後
口
も
さ
っ
ぱ
り
し
て

い
て
、
と
て
も
お
い

し

今
回
発
送
分
の
乾
し
い
た
け
は
、

最
高
級
品
で
な
く
、

一
般
家
庭
で
使

用
す
る
中
級
品
で
し
た
が
、
約
六
〇

打
の
方
が
今
回
お
届
け
し
た
も
の
で

良
い
と
の
意
見
で
し
た。

ま
た

「
正
月
用
品
は
生
し
い
た
け

を
」
と
か

「も
う
少
し
肉
厚
の
も
の

を
」
と
の
希
望
も
あ
り
ま
し
た。

⑥
き
ゅ
う
り
の
粕
漬
は
…

こ
れ
は
、
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん
に
よ
る
手
作
り
の
試
作
品
で

し
た
が
、
大
変
評
判
が
良
く
、
「
さ
っ

そ
く
一
咋
知
送
っ
て
く
れ
」
と
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
そ
の
方
に
お
送
り
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
特
別
町
民
の
方
に

お
届
け
し
た

一
パ
ッ
ク
(
-
八
0
勺

入
り
）
の
粕
漬
け
が
、

一
咋
年
に
、
そ

し
て
五
窮
に
と
消
費
が
拡
大
し
、
肱

川
町
で
生
産
さ
れ
て
い
る
産
物
が
売

れ
る
こ
と
が
特
産
開
発
の
事
業
目
的

で
あ
り
、

一
・
五
次
産
業
の
出
発
点
だ

と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

特
別
町
民
の
か
た
が
た
か
ら

「
ふ
る

さ
と
の
香
り
」
第

一
便
に
つ
い
て
の

ご
感
想
や
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た。

肱
川
町
で
は
、
こ
れ
ら
の
ご
意
見

や
ご
要
望
を
十
分
検
討
し
、
「
ふ
る
さ

と
の
香
り
」
を
多
く
の
方
が
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ん
だ
と

⑥
乾
し
い
だ
け
は

く
い
だ
だ
い
た
と
好
評
で
し
た
。
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小
さ
な
思
い
届
く
と
い
い
ね
…
…
…
…
女

今
年
も
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

今
年
も
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る

い
お
正
月
」
を
迎
え
る
た
め
、
十
二

月
い
っ
ぱ
い
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
度
は
年
末
に
あ
た
り
、

過
分
な
お
見
舞
金
を
い
た
だ
き
、
誠
に

有
り
難
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
う
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今

後
さ
ら
に
こ
の
ふ
る
さ
と
事
業
を
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
二
月
発
送
分
の
正
月
用
品
を
主

と
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
に
つ

い
て
も
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞

き
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
皆
さ
ん
の
ご
希
望
ど
お
り
に

は
出
来
ま
せ
ん
が
、
可
能
な
限
り
お

こ
た
え
し
、
お
届
け
し
た
い
と
検
討

し
て
い
ま
す
。

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

＠
襄
四
⑲
璧
5

私
は
、
山
形
県
最
上
郡
の
出
身
~

~
ぶ
る
さ
と
の
香
り
L

は
思
つ
て
で
す
。
年
一
回
田
舎
か
ら
送
り
物
~

~
い
だ
よ
り
大
変
良
か
つ
だ
の
で
喜
が
届
き
ま
す
。
昔
か
ら
同
じ
も
の
~

~
ん
で
い
ま
す
。
次
回
が
と
て
も
楽
な
の
で
、
楽
し
み
が
薄
れ
て
い
ま
~

~
し
み
で
す
。
す
。

i
栗
は
、
こ
の
辺
の
店
に
な
い
程
友
人
の
紹
介
で
、
肱
川
町
の
特
~

~
良
い
品
で
、
よ
そ
様
に
も
お
分
け
別
町
民
に
入
会
し
、
楽
し
み
に
し

i

~
し
て
喜
ば
れ
ま
し
だ
。
て
あ
り
ま
し
だ
。

i
子
供
が
令
年
生
ま
れ
た
の
で
、
今
回
届
い
だ

O
D
D
物
は
ど
の
。
D
Dも
~

~
そ
の
記
念
に
と
思
い
主
人
と
相
談
新
鮮
で
、
ま
ご
こ
ろ
の
送
り
物
に
お
~

~
し
て
入
会
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
し
ど
ろ
き
家
族
四
人
で
食
べ
ま
し
だ
。i

~
だ
。
料
理
の
本
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、

i

~
子
供
の
成
長
が
楽
し
み
な
毎
日
今
回
同
封
の

r

肱
川
の
栗
に
よ
せ
~

~
で
す
。
主
人
も
私
も
清
水
生
ま
れ
て
L
と
い
う
チ
ラ
シ
に
は
、
栗
の
~

~
の
清
水
育
ち
な
の
で
、
ふ
る
さ
と
む
き
方
・
ゆ
で
方
・
栗
ご
飯
・
乾
~

~
と
い
う
も
の
の
実
感
が
あ
り
ま
せ
し
い
だ
け
の
も
ど
し
方
な
ど
が
大
~

~
ん
。
変
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
お
り
、
~

~
私
だ
ち
家
族
に
、
も
う
―
つ
の
改
め
て
覚
え
直
し
ま
し
だ
。
~

~
ふ
る
さ
と
が
で
き
だ
こ
と
を
心
か
十
二
月
の

r

ふ
る
さ
と
の
香
り
L
~

i
ら
喜
ん
で
い
ま
す
。
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
~

和ふ

i

静
岡
県
清
水
市
大
｀
子
兵
庫
票
尼
崎
市
津
田
正
昭
~

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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い
た
だ
き
ま
し
た
温
い
お
心
の
こ
も
っ

た
お
金
は
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
」
こ
れ
は
、
松
山

市
の
施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
の
礼
状
で
す
。

お
正
月
も
、
病
気
等
で
病
院
や
施

設
で
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
、

又
、
寝
た
き
り
の
人
、
低
所
得
者
、

独
居
老
人
、
母
子
父
子
家
庭
等
恵
ま

れ
な
い
人
々
が
肱
川
町
内
に
沢
山
お

ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
ほ
ん
の
小
さ

今
月
は
「
イ
チ
ョ

ゥ
」
銀
杏
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

薬
草
と
い
う
と
、

は
て
な
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
薬
用

に
な
る
の
は
種
子

で
す
。中
国
の
原
産
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
は
い
た

る
と
こ
ろ
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
台
風
も
な

く
豊
作
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
秋
の

黄
葉
が
美
し
く
‘

長
く
観
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

て
お
い
て
、
外
種
皮
を
腐
ら
せ
て
洗

い
流
し
、
白
い
内
種
皮
に
し
ま
す
。

こ
れ
が
白
果
（
は
く
か
）
と
い
わ
れ

銀
杏
（
ぎ
ん
な
ん
）
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
日
干
し
に
し
ま
す
。

【
薬
効
と
用
い
方
】
銀
杏
は
食
用
と イチョウ（イチョウ料）

く
て
も
い
い
ま
ご
こ
ろ
を
お
分
け
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
二
月
部
落
長
会
で
募
金
の
お
願

い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
募
金
は

年
末
ま
で
に
次
の
か
た
が
た
へ
お

届
け
し
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
ま
ご
こ

ろ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す。◎
長
期
療
養
を
し
て
い
る
人

◎
福
祉
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
人

◎
寝
た
き
り
の
人

◎
低
所
得
で
生
活
に
困
っ
て
い
る
人

◎
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
施
設

種
子
は
大
き
さ
が
約

3cm
の
球
形

で
、
か
た
い
果
様
で
、
外
種
皮
と
内

種
皮
か
ら
出
来
て
い
ま
す
。
完
熟
し

て
落
果
し
ま
す
。

【
採
取
時
期
と
調
整
法
】
落
ち
た
実

を
、
土
中
に
埋
め
る
か
、
水
に
つ
け

し
て
広
く
使
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
薬
効
は
必
然
的
に
な
っ

て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

使
用
の
際
に
、
こ
の
内
種
皮

贔
り
中
の
種
仁
を
用
い
ま
す
。

フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
で
そ
の
ま
ま

い
っ
て
食
べ
ら
れ
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
本
当
に
お
い

し
い
も
の
で
す
。

①
鎮
咳
に
内
種
皮
の
中
の
種
仁
を

1
回
量
に
5
1
1
0
g、
煮
て
か
ら

食
べ
る
と
よ
い
。
②
葉
は
し
も
や

け
に
よ
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

デ
ン
プ
ン
と
タ
ン
パ
ク
質
に

富
ん
で
い
る
の
で
精
を
つ
け
る

作
用
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
知
ら
せ

こ
の
記
事
は
、
今
月
で
終
了

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

要

い

水
道
管
の

5
臼

寒

り

防

当
は

風

冬
じ
た
く
は

も
う
お
済
み
這
．
3

な

き

に

で
す
か
I
.

ユ
□
5
．． 
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0ニュー・つ0-J¥:定期積金（満期分割型）

認
低
上
固
迫
る

厳
し
か
っ
た
昭
和
五
十
九
年
も

残
り
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
肱
川

農
協
で
は
年
末
貯
金
残
高
三
二
億

円
を
推
進
中
で
あ
り
ま
す
が
、
農

産
物
代
金
も
貯
金
化
さ
れ
て
、
い

よ
い
よ
最
後
の
仕
上
げ
に
入
っ
て

お
り
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一

日
は
職
員
総
員
外
務
の
日
と
し
て
、

貯
金
の
お
願
い
に
ご
家
庭
を
訪
問

致
し
ま
す
。
格
別
の
ご
協
力
に
よ

り
目
標
三
二
億
円
の
達
成
が
出
来

る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

農
協
で
は
本
年
特
に
定
積
推
進

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
新
型
定
積
が
新
登
場
し

ま
し
た
。
コ
ー
ス
も
い
ろ
い
ろ
、

目
的
に
あ
わ
せ
て
お
選
び
に
な
れ

ま
す
。ニ
ュ
ー
ク
ロ
ー
バ
定
期
積
金
満

期
分
割
型
が
発
売
に
な
り
、
貯
め

る
よ
ろ
こ
び
と
、
使
う
た
め
の
楽

し
さ
を
セ

ッ
ト
さ
れ
て
お
り
ま

す。
ま
た
ク
ロ
ー
バ
定
期
積
金
増
額

型
も
新
登
場
し
ま
し
た
。

満
期
分
割
型
の
内
容
は
下
表
の

通
り
で
す
。
是
非

一
口
加
え
て
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

毎京面国国国

毎月の 1年目 2年目 3 年目 4 年目 5年目 5年間の
お受取

掛込額 お受取額 お受取額 お受取額 お受取額 お受取額 合計額

20,000円 48,910円 99,500円 151,770円 205,720円 767,250円 1,273,150円

30,000円 73,365円 149,250円 227,655円 308,580円 1, 150,875円 1,909,725円

40,000円 97,820円 199,000円 303,540円 411,440円 1,534,500円 2,546,300円

50,000円 122,275円 248,750円 379,425円 514,300円 1, 918, 125円 3. 182,875円

年末特別貯蓄運動

歩む

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
山
林
を

伐
採
造
林
す
る
場
合
に
は
、
組

合
で
伐
採
届
及
び
造
林
補
助
金

交
付
申
請
を
行
っ
て
下
さ
い
。

尚
、
手
続
に
必
要
な
事
項
は

次
の
通
り
で
す
。

一
、
所
有
者
の
住
所
・
氏
名
・

r.:・:，
:
 

二
、
山
林
の
所
在
地
番
及
び
面

積
三
‘
伐
採
樹
種
、
樹
齢

四
、
苗
木
申
込

五
、
造
林
補
助
金
の
振
込
先

六
、
認
印

昭
和
六
十
年
一
月
十
八
日
・
十
九
日
の
二
日

間
（
午
前
九
時
ー
午
後
五
時
）

二
、
場
所
農
機
具
セ
ン
タ
ー
及
び
セ
ン
タ
ー
横
広
場

三
、
展
示
機
種
ト
ラ
ク
タ
ー
か
ら
小
物
品
ま
で
の
各
種

農
機
具

四
、
十
二
月

・
一
月
の
ニ
ヶ
月
間
展
示
会
特
別
価
格

以
上
の
計
画
で
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
是
非
お
出

か
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
日
時
， 

示

J
即
売
会

組
合
で
は
、
組
合
貝
の
皆
様
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
、
優
良
苗
木
の
供

5. 

造
林
苗
木
の

注
文
は
早
目
に

電
話
受
付
中
で
す

．．
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9
 

.

.
 ―
 

;1J 

;:・:↑↑：・：
4-

給
に
、
日
夜
努
力
を
し
て
お
り
ま
す
。

苗
畑
に
は
、
杉
・
桧
・
ク
ヌ
ギ
等

の
山
行
苗
木
を
育
苗
し
て

い
ま
す
が
、

不
足
分
は
、
県
森
連
を
通
じ
て
、
苗

木
を
入
手
す
る
関
係
上
早
目
に
数
量

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

注
文
は
電
話
で
も
結
構
で
す
か
ら

早
目
に
注
文
し
て
下
さ
い
。

役
員
会

――
主

な

行

事

（農
協
）

――

11
月

15
日
米
集
荷
始
め

11
月

20
日
「
一
日
営
農
」

肱
川
農
協
に
て
•
町
普

及
所
、
経
済
連

11月
26
日
く
り
同
志
会
役
員
会

11
月

26
日

1
1
1
月

28
日

共
済
加
入
者
旅
行

ー
高
野
山
ー

12
月

3
日
職
貝
研
修

12
月

8
日
農
林
会
館
大
掃
除
及
忘

年
会

12
月

14
日



(9)丘狂疇 函麟

農
協
で
は
、
貯
蓄
推
進
の
い
っ
か
ん

と
し
て
す
で
に
北
海
道
の
旅
及
び
沖
縄

の
旅
と
募
集
を
行
い
実
施
を
し
た
が
、

今
回
は
五
十
崎
町
農
協
と
肱
川
町
農
協

と
で
一
団
体
と
言
う
事
で
募
集
を
し
、

五
十
崎
町
農
協
か
ら
二

0
名
、
肱
川
農

協
か
ら
七
名
、
計
二
七
名
の
団
体
で
み

ち
の
く
の
秋
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。

先
づ
初
日
、
十
月
五
日
に
早
朝
肱

川
を
出
発
、
五
十
崎
町
農
協
の
人
達

，
も
―
-

A
i
-竺[

tL
 -t-

9
滋

と
乗
り
合
わ
し
松
山
空
港
に
向
う
。

松
山
空
港
か
ら
は
、
新
し
く
就
航
し

た
全
日
空
の
ボ
ー
イ
ン
グ
七
六
七
機

に
乗
り
東
京
に
着
き
、
東
京
か
ら
乗

り
替
え
て
い
よ
い
よ
山
形
空
港
に
つ

い
た
。
相
に
く
ど
ん
よ
り
と
し
て
何

か
お
ち
そ
う
な
空
模
様
だ
っ
た
。
待
っ

て
い
た
山
形
観
光
バ
ス
に
乗
り
込
み

将
棋
の
コ
マ
で
有
名
な
天
童
に
つ
き

昼
食
を
取
る
。
そ
れ
か
ら
蔵
王
へ
と

小`
：
，＇」

登
っ
た
が
と
う
と
う

1

こ

雨
に
成
り
濃
い
霧
に

ノ

一

＂̀' -31」

っ
つ
ま
れ
全
く
天
望

は
出
来
な
か
っ
た
。

一5
-
、`＇/

こ
島
一
路
秋
保
温
泉
へ
と

―-']
 

一
松

{
 

引
向
い
夜
は
宴
会
で
元

，イ

-
.-.
 〗｛
旅
気
に
か
く
し
芸
等
を

・

レ
し
[
[
行
い
一
夜
を
過
ご
す
。

一
積

十

月

六

日

秋

保

国

際
ホ
テ
ル
を
後
に
し

定
｝
協晨

仙
台
・
前
沢
•
安
代

ー

、肱
と
ま
わ
り
八
幡
平
の

)

●
 

ふ
も
と
、
ト
ラ
ウ
ト

衣t
 
農
ガ
ー
デ
ン
で
昼
食
を

町埼
取
る
。
十
月
の
上
旬

十
と
言
う
の
に
早
く
も

五

雪
雨
、
非
常
に
寒
さ

を
感
じ
る
。
食
事
後
、

八
幡
平
に
登
っ
た
が

頂
上
に
な
る
と
大
変

車
北
の
歎
鼈
満
書
つ

曇
饂
の
積
立
貯
金
で

な
雪
に
見
ま
わ
れ

一
面
雪
化
粧
で
記
念

に
写
真
を
取
る
に
も
バ
ス
か
ら
出
る

の
に
足
が
す
く
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
花
輪

ヘ
ま
わ
り
大
滝
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第

二
夜
を
過
ご
す
。
今
夜
は
大
分
旅
づ
か

れ
が
皆
ん
な
出
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

十
月
七
日
、
今
日
は
天
気
が
良
い
。

ホ
テ
ル
を
出
て
一
路
十
和
田
湖
へ
向

う
。
良
く
晴
れ
て
い
る
為
め
十
和
田

湖
が
非
常
に
美
し
い
。
奥
入
瀬
漢
流

を
散
策
、
今
年
は
暖
か
か
っ
た
為
め

か
紅
葉
は
い
ま

―
つ
早
い
よ
う
だ
っ

た
。
子
ノ
ロ
か
ら
十
和
田
湖
を
遊
覧

船
に
乗
り
美
し
い
あ
の
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
風
影
か
今
も
瞼
に
残
る
。
そ
の

後
も
う
―
つ
の
湖
、
田
沢
湖
を
見
て

今
夜
の
宿
・
花
巻
温
泉
に
着
い
た
。

十
月
八
日
、
ホ
テ
ル
を
後
に
し
て

あ
の
有
名
な
宮
沢
賢
治
記
念
館
を
見

学
、
賢
治
が
生
涯
を
通
し
て
農
民
達

を
教
育
し
た
一
と
こ
ま
一
と
こ
ま
を

見
て
感
動
し
た
。
そ
れ
か
ら
あ
の
藤

原
文
化
を
も
た
ら
し
た
と
言
う
中
尊

寺
を
見
学
、
金
色
に
か
か
や
く
金
色

堂
は
初
代
藤
原
清
衡
が
十
六
ヶ
年
の

歳
月
を
か
け
て
造
立
、
天
治
元
年
に

完
成
し
た
と
言
わ
れ
る
。

各
須
弥
壇
に
は
十

一
体
の
仏
像
が
安

置
さ
れ
、
各
須
弥
壇
の
中
に
は
藤
原

四
代
の
御
遺
体
が
安
置
さ
れ
て
い
る

と
の
事
。

そ
の
後
、
も
う

―
つ

の
寺
、
毛
越
寺

を
観
光
す
る
。
昼
食
を
し
て
厳
美
淫

の
あ
の
美
し
い
岩
肌
を
観
光
、
一
路

松
島
へ
と
向
い
瑞
巌
寺
、
五
大
堂
を

見
て
今
夜
の
お
宿
・
大
観
荘
へ
到
着
。

二
六

0
も
の
島
々
が
う
か
ぶ
松
島
湾

r ---------------------------

I塁丁竺｝亨見t; ? i喜高［：今旦；支：麿去． i 
にはたら四洲当りさら調倉た夫回し取妻で金る
機各がい十管時まれれ製さ゜妻はまらそ今友＋

メヽ ／ 

7 籾 ん 宅‘すれろ回の＿
も
す
現 18
は を小゜てつカ~会月年 i
り
担藪 いてらか-'-

役-歳 しの る年シ
で等の や高 方金リ

い、金 i

そを時 ま倉 をを 1

さに
肱 忠'

□竺誓 戸胃虞喜：E儡麻 j

; | 

を
一
望
出
来
る
非
常
に
素
晴
ら
し
い

高
台
で
あ
る
。
今
夜
が
最
後
の
夜
と

有
っ
て
皆
ん
な
元
気
に
カ
ラ
オ
ケ
等

で
ハ
ッ
ス
ル
す
る
。

十
月
九
日
、
松
島
か
ら
塩
釜
ま
で

松
島
の
島
々
を
な
が
め
な
が
ら
龍
船

に
て
遊
覧
、
塩
釜
で
は
笹
カ
マ
ボ
コ

工
場
を
見
学
す
る
。
い
つ
し
か
バ
ス

の
中
は
土
産
品
で
い
っ
ぱ
い
に
成
っ

た
。
そ
れ
か
ら
仙
台
の
青
葉
城
趾
を

観
光
、
仙
台
空
港
か
ら
東
京
へ
、
東

京
で
乗
り
替
え
て
松
山
へ
到
着
。
皆

ん
な
元
気
で
楽
し
い
五
日
間
の
旅
を

終
え
た
。
参
加
者
全
員
ま
た
ど
こ
か

へ
つ
れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
大
好

評
だ
っ
た
。

※
農
協
で
は
、
観
光
事
業
に
も
取
組

み、

一
泊
の
宿
か
ら
、
飛
行
機
の

キ
ッ
プ
等
、
団
体
旅
行
の
お
世
話

も
致
し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
気
軽

に
お
問
い
合
せ
戴
き
、
ご
利
用
下

さ

い

。

担

当

・

土

居

械
が
入
り
仕
事
の
方
は
少
な
い

と
の
事
で
す
。

高
倉
さ
ん
は
庭
園
造
成
技
師

の
資
格
も
取
得
さ
れ
伊
予
市
や

大
洲
市
の
方
へ
も
出
か
け
そ
の

仕
事
も
さ
れ
て
い
て
非
常
に
元

気
で
す
。

夫
婦
そ
ろ
っ
て
年
金
を
頂
き

有
り
が
た
い
事
で
す
。
し
か
も

農
協
受
取
り
に
し
て
非
常
に
便

利
で
す
と
二
人
で
カ
メ
ラ
の
前

に
立
っ
て
頂
き
ま
し
た
。人二おる

歳

歳

れ

6
9
6
7

、らお

長

ヲ

て

勝

イ

し

セ

ら

倉

倉

暮

高

高

＜
 
良仲

II 

! 
| 

！ 
！ 

し—--—-—-—--------------------------ェ―-ェ―
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＿＿宣皇遷-
優良材生産は直材づくりから．I

第36 2 59年11月16日
肱川土場木材相場表 県森連市より （単位オ当り：円）

ス ギ ヒノキ マ‘ソ
長さ 未口径 その他

チョク マカ リ^ チョク マカ• l) 

7cmT 本 287 本 90 本 287 本 90 松パルプ

8cmJ::. 50 24 77 39 未口 6cm上
4m  13cmJ:. 65 42 116 61 18cm上 74長さ 2m
18cmJ::. 68 126 24cm上 82 28円
30cm.1:. 119 249 30cm上 109

雑パルプ
7cmT 本 158 本 57 本 158本 57 未口 6cm上
8cmJ:::. 41 29 41 29 長さ 2m

3m  
11cm.l:. 41 29 72 29 34円
13cm(二） 72 108 18cmJ::63 
13cm（元） 108 196 24cm.1:.68 /"リわ才

18cm」ニ 66 102 30cmJ:. 77 オオ（松・杉・桧）
未口 3~6cm 

7cmr 本 52 本 14 本 52 本 14 長さ 2m

2m  
8cmJ::. 18 7 18 7 1本57円
16cm_l: 28 14 49 14 13cmJ:.28 
30cmJ:: 56 119 30cmJ:.28 松ハリ材

16cm-22cm 
6m  
13cm（二） 70 186 3m 70円
13cm（元） 94 294 4m 88円

特選
13cmに] 126 231 5m 98円
13cm（元） 249 511 6m 96円

足場 lm当り 25-140円 尺当り 8-47円 1等材

イ庸考
松材は依然品薄気配で高騰。杉・桧材は全般に保合相場で取り

引きされるも 、杉3m柱材、4m中目材はやや上昇気運。

椎茸生産はクヌギ林造成から．I
I肱川町森林組合乾椎茸相場表 I
1.市売日……昭和59年11月16日
1. 販売数量・・・・・・ 124ケース 2,347.6kg 
1.数量内容及び平均単価

□ :ロロニ1:
1.銘柄別価格

銘 杓i 単 1面 合名 杓i 単 1面

大 厚 8,690 ドンコ小 4,320 

中厚上 特用大葉 4,520 

中厚並 8,490 大パレ 3,690 

小 厚 6,520 特用中葉 4,380 

大ウス 7,390 中パレ 3,070 

中ウス上 特用小葉 3,420 

中ウス並 6,860 4ヽ /<レ 2,610 

4ヽ ウス 4,090 変汗多大 3. 54  0 

ジャミウス 3. 0 1 0 変形小 3,090 

ドンコ大 8,850 色 落 2,380 

ドンコ中 6,590 コーコ

師
走
の
風
が
格
別
身
に

し
み
る
今
日
こ
の
頃
、
農

林
家
の
み
な
さ
ま
、
い
か

か
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
回
は
、
あ
る
結

婚
式
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

題
し
て
、
「
や
る
気
が
大

山

仕

事

l 
I 
I 
I 
I 
l 
I 

I 

I 

I 

l 
I 

I_ -------------------------------------------------------

椎茸生産はクヌギ林造成から．I

あなたのやる気で10年後には椎

茸原木に。

暗い林業界を明る<.”

切
」
で
す
。

『
結
婚
し
た
ら
二
人
だ
け
の
家
庭
を
築

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

II

家
庭
“
と
い

う
字
は
、

II

家
“
と
＂
庭
“
と
書
き
ま

す
。
新
婚
に
は
二
人
で
住
む
家
が
い

り
ま
す
が
、
庭
も
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
庭
に
は
；
木
＂
を

植
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
ん

で
も
か
ん
で
も
植
え
れ
ば
い
い
|
~

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
木
に
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。,

t
,JT・ -＇i-

・
↑
ト

林
業
改
良
指
導
員

古
川

さ
て
、
新
婚
家
庭
の
庭
に
植
え
る

木
は
？
ま
た
、
植
え
て
は
い
け
な

い
木
は
？
な
ん
で
し
ょ
う

n
~

ま
ず
、
植
え
て
な
ら
な
い
木
は
、

ビ
ョ
ウ
木
（
病
気
）
、
リ
ン
木
（
搭

気
）
、
ウ
ワ
木
（
浮
気
）
。

ぜ
ひ
植
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
木

は
、
ゲ
ン
木
（
元
気
）
、
シ
ョ
ウ
ジ
木

（
正
直
）
、
コ
ン
木
（
根
気
）
で
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
夫
妻
で

“
や
る
気
“
が
大
切
で
す
。
こ
の
木
は

液
肥
？
の
施
し
方
に
よ
っ
て
大
き
く

育
ち
ま
す
。

こ
れ
が
わ
た
し
の
ハ
ナ
ム
ケ
の
言

葉
で
す
』

し
あ
わ
せ
な
家
庭
を
作
る
の
は

＂
や
る
気
“
し
だ
い
。
ま
た
、
山
の

仕
事
も
や
る
気
で
ど
の
よ
う
に
も
な

り
ま
す
。
木
を
育
て
て
や
る
の
も
、

し
い
た
け
を
生
や
し
て
や
る
の
も
、

す
べ
て
＂
や
る
気
“
で
ど
の
よ
う
に

も
な
り
ま
す
。
昭
和
六
十
年
、
新
し

い
年
に
向
か
っ
て
、
さ
ら
に
＂
や

る
気
“
で
何
事
に
も
取
組
み
ま
し
ょ

゜
つ`
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一
、
栽
培
管
理

川
樹
形
改
造

①
若
木
放
任
樹
の
樹
形
改
造

く
り
を
植
付
け
し
て
か
ら
整
枝
・
剪
定
を
ま
っ

た
く
行
わ
な
い
例
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
若
木

園
の

10年
で
‘
栗
林
と
化
す
る
所
が
多
い
。

こ
の
よ
え
品
園
は
‘
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、

低
樹
高
の
開
心
自
然
形
に
樹
形
を
改
造
す
る
。

（図
ー
1
を
参
照
）

②
樹
齢
15年
生
前
後
の
樹
形
改
造

栗

12
月
の
果
樹
園
管
理

今
年
の
冬
ー
春
の
野
菜
苗
（
タ
マ
ネ
ギ

・
ソ

ラ
マ
メ
・
キ
ャ
ベ
ツ
等
）
は
‘
+
1
十
一
月
の

陽
気
で
‘
寒
害
を
受
け
や
す
い
軟
弱
苗
に
育
っ

て
い
ま
す
。

ネ
ギ
は
深
目
に
土
寄
せ
を
す
る
。
タ
マ
ネ
ギ

や
キ
ャ
ベ
ツ

・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
株
元
に
敷
き

ワ
ラ
を
す
る
。
エ
ン
ド
ウ
や
ソ
ラ
マ
メ
は
‘
さ

ら
に
北
側
に
竹
笹
な
ど
を
立
て
て
霜
よ
け
を
す

る
。

二
、
土
の
寒
ざ
ら
し

秋
野
菜
の
収
穫
後
は
‘
畑
に
残
さ
れ
た
屑
野

菜
を
整
理
し
て
、
堆
肥
や
石
灰
資
材
等
を
ま
き
‘

な
る
べ
く
深
く
粗
起
こ
し
を
し
て
春
の
種
ま
き

や
定
植
期
ま
で
寒
風
に
さ
ら
し
て
お
く
と
、
土

壌
病
害
虫
の
予
防
や
土
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

冬
の
間
に
、
『
良
い
土
』
在
作
っ
て
、
じ
ょ
う

ず
な
野
菜
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

三
、冬
場
の
灌
水

冬
の
水
や
り
は
、
天
気
の
良
い
日
の
午
前
中

ま
た
、
レ
タ
ス
や
パ
セ
リ
・
ラ
デ
ィ
シ
ュ
等
に
し
ま
し
ょ
う
。

は
ビ
ニ
ー
ル
ト
ン
ネ
ル
を
す
る
。
収
穫
期
の

ハ

午
後
に
や
る
と
、
そ
の
ま
ま
水
が
残
っ
て
凍

ク
サ
イ
は
外
葉
で
包
ん
で
結
束
す
る
。
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

9

ヽ

9

‘
`
•

9

綱

·
o

o

,

`

"

彎

樹
高
8
1
9
m
と
高
す
ぎ
る
栗
園
で
は
‘
樹

勢
が
急
激
に
衰
え
低
収
と
な
る
た
め
、
樹
勢
を

回
復
さ
せ
る
必
要
が
起
き
る
。

こ
の
よ
う
な
樹
は
‘
樹
高
5
m
の
低
樹
高
の

開
‘七
品
玲
形
に
改
造
し
、
樹
冠
を
縮
少
す
る
カ

ッ

ト
バ
ッ

ク
剪
定
を
行
う
と
樹
勢
は
回
復
し
、
収

量
が
安
定
す
る
。
（
図
ー

2
を
参
照
）

③
カ
ッ

ト
バ

ッ
ク
の
効
果

若
木
の
放
任
樹
と
か
、
樹
高
8
1
9
m
の
樹

を
カ

ッ
ト
バ

ッ
ク
整
枝
を
行
い
低
樹
高
開
心
自

然
形
で
良
質
若
来
母
枝
の
み
を
残
す
剪
定
に
よ
っ

て
、
樹
体
の
若
返
り
を
は
か
り
‘
栽
培
管
理
を

容
易
と
す
る
。
（
表
ー
1
・
図
ー
3
を
参
照
）

な
ど
し
て
‘
寒
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

④
カ
ッ
ト
パ
ッ
ク
処
理
後
の
管
理

カ
ッ
ト
バ
ッ

ク
に
よ
り
、
主
幹
・
主
枝
を
切

り
縮
め
る
た
め
、
切
り
口
を
放
置
す
る
と
ゆ
合

が
悪
く
胴
枯
病
な
ど
の
被
害
を
受
け
る
の
で
切

り
口
に
は
保
護
剤
を
塗
布
す
る
。

樹
冠
内
部
の
不
定
芽
の
発
生
は
、
通
常
よ
り

30
日
程
遅
れ
る
た
め
、
主
幹
・
主
枝
で
枝
の
な

い
部
分
が
皮
焼
け
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

皮
焼
け
防
止
の
た
め
白
塗
剤
を
塗
布
ま
た
は
散

布
す
る
。

カ
ッ
ト
バ
ッ

ク
処
理
初
年
度
は
樹
勢
が
旺
盛

で
枝
葉
が
繁
茂
し
、

樹
形
改
造
後
の
収
量

日
い
い
國
閾
I

>
k
g
k
g
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入
が
多
く
な
る
の
で
、

樹
樹

2
i
3回
殺
虫
剤
散

量

造

照

収

改

対
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を
行
う
。
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②
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の
ク
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【図ー2】成木のカットパック整枝の方法

＊ふ叶（心抜き） （開心自然形）

カットパック処理効果（岐阜中山間地農試）

樹齢 13 14 15 

【表ー1】

項目 処理後の収量推移 累年 規格別重量比
備 考

区分 前年 当年 2年目 3年目 4年目 5年目 収量 2L L M 

kg kg kg kg kg kg kg 

カット 28.7 9.5 22.2 16.8 26.4 24.9 99.8 76 18 6 処理前(9年生）
バック樹 (100) (33) (77) (59) (92) (87) (166) 87 10 3 処理後(12年生）

無処理区
33.0 13.2 17.1 10.9 12.2 6.6 60.0 61 25 14 (9年生）
(100) (40) (52) (33) (37) (20) (100) 54 29 17 (17年生）

イ
ガ
や
イ
ガ
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
が
越
冬
し
て
い

る
の
で
、
粗
皮
を
削
り
と
っ
て
越
冬
害
虫
の
駆

除
を
行
う
。

②
ク
ス
サ
ン
・
ク
リ
オ
オ
ア
プ
ラ
ム
シ
の
越

冬
卵
の
捕
殺
を
行
う
。

③

カ

ツ
ラ
マ
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
の
被
害
発
生
園

に
は
、

12
月
か
ら

3
月
上
旬
に
か
け
て
、
厳
寒
期

を
さ
け
、
マ
シ
ン
油
乳
剤

25倍
液
を
散
布
す
る
。

③
新
植
準
備

①
植
栽
地
に
は
、
日
当
り
の
良
い
排
水
良
好
な

土
地
で
有
機
質
に
富
ん
だ
土
壌
の
深
い
所
が
良
い
。

す示

造
年

改

を

18形

数

樹

指

ょ

7

内注

16 

小

藪

．
汗

生

予
子
林
・
大
駄
馬

正

山

・
中
居
谷

月

野

尾

・

岩

谷

中

津

・

予

小

倉

一
、
病
害
虫
防
除

田
越
冬
害
虫
の
防
除

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ハ
ダ

ニ
類
を
対
象
と
し

て、

12
月
中
旬
に
マ
シ
ン
油
乳
剤
の

40倍
を
散

布
す
る
。
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函麟 き (12)

蜃l閾圏l蔓l函亜l涵
”
そ
の
町
の
将
来
は
、
青
年

の
動
き
を
見
れ
ば
わ
か
る
“

と
言
わ
れ
ま
す
。

現
在
の
肱
川
町
も
、
青
年

団
や
青
年
大
学
な
ど
青
年
の

活
動
を
体
験
さ
れ
た
方
が
中

心
と
な
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。

今
、
青
年
の
み
な
さ
ん
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

0
古
里
の
よ
さ
を
体
験
す
る
事

0
大
勢
の
仲
間
を
つ
く
る
事

〇
将
来
の
生
活
設
計
を
立
て

る
事

〇
肱
川
の
将
来
を
考
え
、
実

行
す
る
事

特
に
青
春
時
代
の
生
き
方

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

青
年
団
や
青
春
サ
ー
ク
ル
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
地
域
で
の
活

動
な
ど
青
年
の
活
動
は
、
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。
大
勢
の
人

の
中
に
出
て
、
い
ろ
ん
な
人

を
知
り
、
話
し
、
い
ろ
ん
な

事
を
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

全
て
の
若
者
が
、
何
か
の

活
動
に
は
参
加
し
て
、
み
ん

な
で
肱
川
町
を
動
か
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

公
民
館
で
は
、
そ
ん
な
活

――jlil,
仁
_
-
U
い
j
u」

E

犀

平

揺

聾

筐

[

隠
饗
〖
旦
鵬
国
濁
道
忠
烹
こ
母

冒

E
月
＝
乏
高
田
栄
治

動
を
紹
介
し
ま
す
。

て
下
さ
い
。

，
 

，
 

i
 

い
つ
で
も
相
談
し

(
6
三
四
ー
ニ
三

0
七）

愛
媛
県
の
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内

の
青
年
代
表
を
県
外
に
派
遣
し
て
、
交

流
や
視
察
・
体
験
学
習
を
通
し
て
、
青

年
の
視
野
を
広
げ
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り

活
動
の
核
と
し
て
の
青
年
団
体
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
に
、
国
内
派
遣
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

肱
川
町
か
ら
も
青
年
団
長
の
高
田
栄

治
君
が
参
加
し
ま
し
た
。
岩
手
で
の
体

験
学
習
か
ら
、
大
い
に
や
る
気
に
燃
え

て
い
ま
す
。
町
の
青
年
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
さ
ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
高
田
君
の
体
験
レ
ポ
ー
ト
を

じ
っ
く
り
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

,
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1
1
,
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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一
岩
手
町
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会
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9
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＇1
1
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9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
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九
月
三
十
日
か
ら
十
月
六
日
の
七
日

間
、
私
は
国
内
研
修
団
の
一
員
と
し
て

岩
手
県
岩
手
町
を
中
心
に
研
修
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
研
修
の
メ
ン
バ
ー
は
八

人
で
、
県
内
全
域
か
ら
集
ま
っ
た
青
年

団
活
動
の
中
堅
ク
ラ
ス
の
青
年
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
の
中
心
と
な
っ
た
岩
手

町
は
、
人
口
二
万
人
、
北
上
川
の
本
流

が
町
の
中
心
を
流
れ
、
西
に
は
岩
手
山

を
望
む
農
業
を
中
心
と
し
た
町
で
す
。

私
た
ち
が
農
業
実
習
を
行
っ
た
の
は
‘

岩
手
町
で
二
番
目
に
大
き
い
一
方
井
地

区
と
い
う
所
で
す
。
こ
こ
で
は
、
八
人

が
五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
民
家
に
宿
泊

し
地
元
の
人
と
交
流
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
新
居
浜
の
公
民

館
主
事
の
村
尾
さ
ん
と
組
ん
で
今
松
さ

ん
の
家
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
近

年
、
岩
手
町
の
農
業
も
近
代
化
が
進
み

農
地
も
整
備
さ
れ
大
型
機
械
が
導
入
さ

れ
て
い
た
。
岩
手
に
つ
い
て
あ
ま
り
よ

い
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
自
分
の
認
識
不
足
を
痛
感
し
た
。
私
た

ち
が
行
っ
た
時
期
は
稲
刈
の
最
中
で
コ
ン

バ
イ
ン
が
フ
ル
回
転
し
て
い
た
。
こ
こ

で
私
た
ち
は
一
日
半
稲
刈
の
手
伝
を
し

た
。
自
分
の
家
で
も
稲
刈
を
や
る
が
少

し
勝
手
が
ち
が
う
の
で
思
う
よ
う
に
は

行
か
ず
大
変
で
し
た
。
ま
た
夜
に
な
る
と

一
方
井
青
年
会
の
面
々
が
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
と
か
交
流
会
と
か
色
々
と
企
画
を
し
て

も
ら
い
毎
晩
遅
く
ま
で
盛
り
上
っ
た
。
岩

手
青
年
会
と
愛
媛
青
年
団
と
の
大
き
な
違

い
は
、
既
婚
者
で
も
参
加
し
、
ま
た
中
心

と
な
っ
て
活
動
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
結
婚
し
て
活
動
を
す
る
と
い
う
の

は
周
囲
の
理
解
も
い
る
し
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
愛
媛
県
の
よ
う
に
結
婚

す
れ
ば
青
年
団
活
動
に
参
加
し
な
い
風
潮

が
あ
る
と
、
一
度
も
活
動
に
参
加
せ
ず
に

青
年
の
活
動
の
重
要
さ
も
わ
か
ら
ず
に
親

に
な
っ
て
ゆ
く
人
も
あ
る
は
ず
で
す
。
本

当
に
こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

三
日
目
は
岩
手
町
の
祭
り
に
参
加
を

し
、
北
上
川
清
流
太
鼓
の
山
車
を
一
緒

に
引
い
た
。
こ
の
山
車
は
か
な
り
大
き

＜
勇
壮
で
「
セ
ヤ
・
セ
ヤ
」
の
掛
声
に

合
わ
せ
て
街
中
を
引
い
て
ま
わ
っ
た
。

御
神
酒
も
は
い
り
祭
り
は
最
高
、
祭
り

を
見
る
の
で
は
な
く
体
で
感
じ
ら
れ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

楽
し
か
っ
た
岩
手
町
の
研

9
9
9
9
1
9
9
9
 

修
を
終
え
八
幡
平
国
立
公
園

一成―置

□‘今
の
時
期
は
紅
葉
が
美

ー
し
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
期

一の
i

一
待
し
て
い
た
の
だ
が
‘
露
が

-＿
 

ー
か
か
っ
て
い
て
よ
く
見
え
ず

一ダ一
―
残
念
だ
っ
た
。

i-― 
-_ノ-
そ
し
て
国
立
岩
手
青
年
の

I
I
 

一
家
へ
、
こ
こ
で
は
「
岩
手
の

菫一
復
，
一
自
然
と
文
化
」
と
い
う
こ
と

で
研
修
を
行
っ
た
。
ま
ず
小
岩
井
農
場

へ
、
こ
こ
は
日
本
で
一
番
大
き
い
民
営

の
農
場
で
、
乳
業
工
場
・
レ
ジ
ャ
ー
施

設
を
見
学
し
た
。
そ
し
て
、
総
工
費

40

億
円
と
い
う
県
立
岩
手
美
術
館
へ
、
ま

ず
驚
い
た
の
は
建
物
が
立
派
な
こ
と
で

あ
る
。
展
示
の
構
成
は
大
き
く
三
つ
に

分
か
れ
て
い
て
、
岩
手
の
歴
史
の
流
れ
、

自
然
・
芸
術
に
関
し
て
数
多
く
の
国
宝

級
の
む
の
が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

私
が
一
番
興
味
を
も
っ
た
の
は
‘
体
験

学
習
室
で
、
こ
こ
で
は
古
く
か
ら
人
々

が
使
用
し
て
き
た
民
芸
具
が
展
示
し
て

あ
り
実
際
に
着
て
、
織
っ
て
、
た
め
す

よ
う
に
な
っ
て
私
は
ほ
と
ん
ど
の
時
間

こ
こ
で
す
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
青
年
の

家
の
夜
の
研
修
で
は
、
愛
媛
の
青
年
活

動
に
つ
い
て
、
夜
遅
く
ま
で
話
し
相
談

し
あ
っ
た
。
ど
こ
と
も
悩
み
は
同
じ
よ

う
で
あ
る
。
「
活
動
の
衰
退
の
歯
止
を
ど

う
す
る
か
」
、
「
活
動
内
容
の
充
実
」
と

か
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
こ
で
勉
強
し
た
こ
と
を
自

分
だ
け
で
理
解
し
て
も
何
に
も
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
か
。
い
か
に
周
に
広
め
‘

後
輩
へ
継
ぐ
か
こ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
私

の
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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研
修
を
終
え
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
と

も
う
少
し
深
い
所
ま
で
見
つ
め
て
み
た

か
っ
た
。
一
週
間
は
長
す
ぎ
る
と
思
っ
て

い
た
が
何
か
上
つ
ら
だ
け
見
て
旅
行
者
気

分
で
い
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
出
来
る
こ

と
な
ら
こ
う
い
う
研
修
を
も
う
一
度
じ
っ

く
り
受
け
て
み
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

他
の
青
年
の
み
な
さ
ん
も
機
会
が
あ
っ

た
ら
ぜ
ひ
受
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

肱
川
町
に
住
む
若
い
仲
間
が
、
青
春

の
時
を
み
ん
な
で
活
動
し
、
素
晴
ら
し

い
古
里
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

肱
川
町
で
も
青
年
の
国
内
研
修
を
実

施
し
ま
す
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
I.

今
や
れ
る
青
春
を
大
切
に
…
…
。
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十
一
月
二
十
八
日
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
第
三
十
回
愛
媛
県

P

T
A
大
会
で
、

正
山
小
学
校
P
T
A
（
会
長
沖
浦
賢

嗣
）
が
優
良

P
T
A
と
し
て
県
教
育
長

及
び
県

P
T
A
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ

第
五
回
目
の
ク
ロ

ッ
ケ
ー
大
会
を
、
十

一
月
二
十
五
日
、
町

民
運
動
場
で
開
き
ま

し
た
。こ
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー

は
、
フ
ラ
ン
ス
で
生

ま
れ
、
”
ゴ
ル
フ
に
似

た
し
ゃ
れ
た
ス
ポ
ー

ッ
“
で
す
。
だ
れ
で

も
、
ど
こ
で
も
楽
し
ロ
ッ
ケ
ー
の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
町
内
で
も
次
第
に
、
ム
ー
ド
が
盛
り
上

し
て
、
今
愛
媛
県
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。

で
も
、
大
変
な
人
気
体
と
頭
を
使
っ
て
、
楽
し
く
ス
ポ
ー

で

す

。

ツ

を

続

け

ま

し

ょ

う

。

岩

谷

で

は

、

定

期

ル

ー

ル

や

わ

か

ら

な

い

事

は

公

民

館

的
な
な
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

大
谷
で
は
‘
久
保
と
森
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
尚
、
結
果
は
、
男
子
が
岩
田
・
清
水
・
竹

広
場
で
、
毎
週
の
よ
う
に
練
習
が
さ
れ
本
チ
ー
ム
が
、
女
子
は
、
堀
尾
・
大
田
・
渡

て
お
り
、
中
央
地
区
で
も
、
先
日
、
ク
辺
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

彦
正
山
小
P
T
A

ま
た
中
塚
忠
さ
ん
（
久
保
）
が
県

p

詞
中
塚
と
忠
さ
ん
い
〗

□Tい
い
〗

親
と
教
師
が
心
を
一
っ
に
し

P
T
A
本

来
の
活
動
を
進
め
て
き
た
こ
と
を
認
め

ら
れ
、
ま
た
中
塚
氏
は
、
昭
和
五
十
年
か

ら
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
に
小
学

生
を
対
象
に
土
曜
日
の
午
後
吟
詠
の
指

導
に
当
た
り
す
ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ

て
い
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
も
親
と
教
師
が
手
を
つ
な
ぎ
あ

い
ま
す
ま
す
の
活
動
を
、
ま
た
子
ど
も
の

健
全
育
成
の
た
め
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

｝ 

益

中塚さん

楽しい軽スポーツを…

町内ワロッケー大会―-

穿雲・--、
コユニ-~t 
を

-，シ

-ち・-，.ヤ＂’'’'・，T町 9 99.9 99 9 9 9 9 9 9 9 9999.』9L’―

男・女ともに大谷が……

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
で
、
体
を
き
た
え

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

寒
い
と
い
っ
て
、
家
の
中
に
と
じ
こ

も
っ
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
充
分
に

体
を
動
か
し
て
、
丈
夫
な
心
と
体
を
き

た
え
ま
し
ょ
う
。

毎
日
少
し
づ
つ
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど

秋
の
陽
に
映
え
る
紅
葉
も
い
つ
し
か
終

り
‘
た
き
火
が
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
道
行
く
人
も
、
何
と
な
く
体
が
丸
く

見
そ
る
感
じ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
厳
し
い

冬
…
…
。
そ
ん
な
よ
く
晴〗

〗0く

サ
オ
を
出
し
て
み

ま
し
た
。
頭
い
風
が
吹
き
‘
な
か
な
か
う

ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
で
も
一
匹
釣
れ
れ
ば
‘

後
は
同
じ
よ
う
に
合
わ
せ
れ
ば
よ
い
の
で

す
。
そ
の
内
に
子
供
も
‘
釣
れ
は
じ
め
、

大
変
な
喜
び
よ
う
。
何
回
か
く
り
返
す
と

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

駅

伝

大

会

み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
ー

嬉しかっ

た事

を
続
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
と
、
公

民
館
で
は
、
第
四
回
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大

会
と
第
六
回
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま

す。
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
昨
年
と
同

じ
で
、
一
・
ニ
•
四
・
七
k
mの
四
つ
の

コ
ー
ス
に
分
け
、
四
km
コ
ー
ス
は
予
告

タ
イ
ム
、
七
km
コ
ー
ス
は
タ
イ
ム
レ
ー

ス
と
し
ま
す
。
詳
し
い
要
項
は
、
各
家

庭
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。

駅
伝
大
会
は
、
五
年
ぶ
り
で
す
が
、

コ
ー
ス
を
、
五
つ
の
区
間
に
分
け
、
一

チ
ー
ム
五
人
編
成
で
行
い
ま
す
。

0
区
間

①
公
民
館
↓
赤
岩
橋
（
県
道
側
）

②

赤

岩

橋

↓

鳥

首

(R197)

大
物
も
上
が
り
ま
す
。
「
早
く
見
て
」
と
得
意
な

顔
を
し
て
い
る
と
突
然
、
ベ
ル
が
鳴
り
は
じ
め

ま
し
た
。
子
供
は
‘
何
が
起
き
た
の
か
と
思
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
開
閉
橘
で
、
ベ
ル
が
鳴

る
と
中
央
の
橋
桁
が
上
が
り
‘
船
が
通
る
話
を

し
て
や
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
‘
砂
浜
で
貝
を
沢
山
ひ
ろ
っ
て

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
‘
良
く
釣
れ
る
の
で
大
勢
の

人
が
適
当
な
釣
場
を
さ
が
し
て
や
っ
て
き
ま
す
。

次
は
、
下
瑳
峨
谷
の
城
戸
照
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

又
、
檎
の
上
は
車
が
通
る
の
で
‘
気
を
付

け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
日
も
暮
れ
、
寒
さ
も
加
わ
っ
た

頃
‘
釣
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
嬉
し
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。

子
供
が
帰
り
に
、
ゴ
ミ

夫

を

ク

ー
ラ
ー
の
中
に
入

れ
て
持
っ
て
帰
っ
た
事

てす。

静

、

田

整

、

マ

ナ

ー
が
よ

谷

浜
く
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

大

す

。

そ

ん

な

当

り

前

の

事
が
つ
れ
し
い
の
で
す
。

こ
の
気
持
を
忘
れ
ず
、
大
き
く
育
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

③

鳥

首

↓

高

砂

(R197)

④

高

砂

↓

東

商

店

街

(
R
197)

⑤
東
商
店
前
↓
公
民
館
（
ダ
ム
回
り
）

大
勢
の
チ
ー
ム
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。参
加
者
は
、
駅
伝
は
一
般
の
み
、
マ

ラ
ソ
ン
は
ど
な
た
で
も
け
っ
こ
う
で

す。
両
種
目
と
も
一
月
二
十
日
⑲
に
行
い

ま
す
。

~
L
Lー
1り
山
組
m

:
[F-
厄
｝
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• 

竺
ぇ

釈

元気一杯に……
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長
浜
港
は
時
代
の
推
移
と
共
に
海
上

交
通
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
薄
れ
て

来
て
い
る
が
、
藩
制
時
代
は
大
洲
領
に

と
っ
て
唯
一
の
港
で
あ
っ
た
。
湾
の
な

い
港
な
の
で
、
時
化
の
時
は
困
っ
て
い

た
に
違
い
な
い
。
特
に
大
阪
や
他
藩
と

の
取
引
き
を
し
て
い
た
商
人
へ
の
影
響

は
大
き
か
っ
た
こ
と
か
考
え
ら
れ
る
。

肱
川
町
誌
に
は
波
戸
構
築
と
い
う
見
出

し
で
、
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

長
浜
波
戸
勧
化
（
寄
付
）
と
い
う
文
書

が
あ
る
。

一
長
浜
の
波
戸
構
築
に
つ
い
て
の
趣
意

伝
達
と
、
費
用
の
村
方
よ
り
の
寄
付

拠
出
要
請
の
件
は
、
小
組
合
の
自
発

的
な
会
合
の
場
で
、
世
話
係
の
庄
屋

か
ら
徹
底
を
し
て
お
く
こ
と
。

一
世
話
係
の
中
で
、
代
表
で
六
日
市
の

協
議
会
に
出
席
し
た
者
は
、
他
の
世

話
係
に
も
‘
協
議
記
録
を
見
せ
る
こ

と
。
こ
の
場
合
、
若
し
考
え
違
い
で

上
冨
者
（
上
位
資
産
家
）
と
中
冨
者

の
割
当
額
に
不
合
理
な
点
が
あ
っ
て

も
、
了
解
し
て
も
ま
う
よ
う
連
絡
し

て
お
く
こ
と
。

一
村
へ
の
割
当
額
を
写
し
て
お
き
、
向

う
五
か
年
間
で
完
納
す
る
こ
と
。
特

別
寄
付
は
村
割
当
額
の
中
へ
入
れ
て

と

力

ん

fi

長
浜
波
逗
―
と
勧
化

岱 (14)

玖

よ
い
が
、
株
や
札
を
特
別
寄
付
に
使

う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。

一
中
冨
の
村
へ
の
割
当
分
は
、
そ
の
村

村
の
考
え
で
出
し
て
よ
い
。
若
し
不

足
す
る
よ
う
で
あ
っ
た
ら
村
貯
え
の

中
か
ら
補
填
し
て
納
め
て
も
よ
い
。

そ
れ
は
村
の
考
え
で
よ
い
が
、
不
足

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一
村

々
で
支
出
予
定
を
雛
型
通
り
に
記

入
し
て
、
来
る
七
月
十
日
ま
で
に
、

城
戸
藤
左
衛
門
方
へ
差
出
す
こ
と
。

二
晶
有
者
や
株
役
、
札
役
か
ら
の
寄
付

申
し
出
は
記
入
し
な
く
て
も
よ
い
。

数
口
差
出
し
た
者
も
一
緒
に
合
せ
て

記
入
す
る
こ
と
。

一
札
の
名
前
変
更
の
出
来
て
い
な
い
者

は
、
当
時
用
い
て
い
た
名
前
を
書
い

て
も
よ
ろ
し
い
。

一
中
冨
の
村
へ
の
割
当
の
中
、
十
五
匁

以
上
出
し
た
者
は
、
名
前
を
記
入
し

R
 

/
百
五
貫
八
百
四
拾
目

右
之
通
二
御
座
候
己
上

庚
申
六
月
(
-
八
六

0
)

な
お
、
勧
化
発
起
人
は
、
宇
津
村
板

野
（
現
大
洲
市
菅
田
町
宇
津
）
の
採
磁

業
者
奥
野
源
左
衛
門
で
、
郡
内
の
庄
屋

三
六
人
が
勧
化
世
話
方
に
任
命
さ
れ
た
。

波
戸
は
、
西
波
戸
―
二

0
間
（
約
ニ

0
0
メ
ー
ト
ル
）
北
一
文
字
八

0
間
（
約

一
四

0
メ
ー
ト
ル
）
東
波
戸
六

0
間
（
約

1
0
0
メ
ー
ト
ル
）
が
設
計
さ
れ
藩
の

援
助
と
藩
内
商
札
取
他
か
ら
の
募
金
に

よ
っ
て
自
普
請
の
形
で
進
め
ら
れ
た
。

着
工
の
翌
年
万
延
元
年
中
に
は
、
砂
留
・

一
同
一
同

一
同

以
上

そ
れ
以
下
の
者
は

一
括
し
て
、
村
中

小
口
/
と
記
入
の
こ
と
。

一
庄
屋
の
寄
付
を
一
番
初
め
に
記
入
し

そ
の
次
よ
り
金
高
順
に
記
入
す
る
。

そ
の
末
尾
へ
村
中
小
口
/
と
書
き
、

総
合
計
は
、
評
議
の
帳
面
よ
り
少
な

く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
多

い
の
は
よ
ろ
し
い
。

一
寄
付
金
は
一
年
分
ず
つ
毎
春
お
札
銀

上
納
の
際
一
緒
に
お
代
官
所
へ
差
出

す
こ
と
。波

戸
勧
化

一
銀
札
三
拾
六
貫
五
拾
目小
田
筋

拾
四
貫
三
百
八
拾
目
南

筋

（
肱
川
方
面
）

三
拾
三
貫
三
百
目川

筋

弐
拾
弐
貫
百
拾
目内
山
筋

0
共
有
型
の
父

父
親
は
生
ま
れ
て
き
た
赤
ち
ゃ
ん
に
大

い
に
期
待
を
寄
せ
、
母
親
と
協
力
し
て
世

話
を
し
ま
す
。
父
と
子
の
関
係
は
、
出
産

前
か
ら
母
体
を
気
づ
か
う
父
親
の
配
慮
か

ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
歳
頃
か
ら
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
三

で
の
時
期
は
、
男
の
子
に
と
っ
て
父
親
が

モ
デ
ル
と
し
て
必
要
な
時
期
だ
と
い
わ
れ

ま
す
。
男
の
子
は
父
親
を
力
強
い
偉
い
人

だ
と
尊
敬
し
、
理
想
と
し
て
い
ま
す
。
女

の
子
は
母
親
を
モ
デ
ル
に
成
長
し
ま
す
が
、

男
女
と
も
父
親
か
ら
は
、
社
会
生
活
を
す

る
う
え
で
‘
良
い
事
、
悪
い
事
の
区
別
を

教
わ
り
ま
す
。

父
親
の
受
容
的
な
態
度
は
‘
子
供
の
理

数
教
科
の
成
績
を
向
上
さ
せ
、
ま
た
‘
攻

撃
的
な
衝
動
を
抑
制
さ
せ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。子
供
が
青
年
期
に
な
る
と
、
父
親
が
対

等
な
人
間
関
係
で
接
す
る
事
で
、
親
や
他

人
の
立
場
を
理
解
し
、
自
立
へ
と
力
強
く

歩
き
だ
し
ま
す
。
父
親
も
子
供
の
成
長
と

西
波
戸
と

一
八

0
間
（
約
三

0
0
メ
ー

ト
ル
）
が
で
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
エ

事
は
進
ま
ず
、
完
成
ま
で
に
五
年
を
要

し
て
い
る
。
現
在
の
様
に
土
木
用
の
機

械
も
殆
ど
無
く
、
多
く
の
人
手
を
要
す

る
大
工
事
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の

後
肱
川
の
土
砂
流
入
で
港
が
浅
く
な
り
‘

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
度
々
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

共
に
、
人
生
を
歩
ん
で
い
た
事
に
気
が
つ

く
の
で
す
。

出
番
で
す
／
．
お
父
さ
ん
•
お
母
さ
ん

⑳ 

0
近
所
づ
き
合
い

今
、
地
域
社
会
、
農
村
に
お
い
て
も
隣

近
所
の
人
と
の
結
び
つ
き
が
薄
れ
、
マ
イ

ホ
ー
ム
の
か
ら
に
閉
じ
こ
も
る
傾
向
が
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
や
家
庭
、
ま
た

隣
近
所
や
地
域
社
会
に
と
っ
て
も
、
そ
の

生
活
を
守
り
‘
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
‘
閉
鎮
的
に
自
分
の
家
庭
だ
け
に
注
意

を
向
け
る
の
で
は
な
く
‘
よ
り
積
碑
的
に
‘

人
間
関
係
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で

し
ょ
う
。

近
所
づ
き
あ
い
の
コ
ツ
は
‘
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
具
体
的
な
行
動
に
出
る
こ
と
で

す
。
た
と
え
ば
、
朝
、
顔
を
合
わ
せ
ば
‘

「
お
は
よ
う
」「
い
い
天
気
で
す
ね
」
と
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。
必
ず
返
事
が
か
え
っ

て
き
ま
す
。
そ
こ
か
ら
人
間
関
係
が
生
ま

れ
ま
す
。
さ
ら
に
近
隣
の
グ
ル
ー
プ
活
動
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
•
P
T
A
活
動
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
よ
り
親

密
な
人
間
関
係
が
発
展
す
る
で
し
ょ

゜
、つ'
こ
れ
か
ら
の
主
婦
に
は
‘
自
分
の

興
味
や
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
、
他

の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
持
ち
ょ

り
‘
協
力
し
合
っ
と
い
う
姿
勢
が
と

て
も
大
切
で
す
。

お
母
さ
ん
／
社
会
活
動
に
積
桓
的

こ

／
,＇』．
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令
回
力
ら
、
肱

川
町
の
民
俗
を
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

菩
力
ら
の
生
汚

や
風
習
な
ど
、
貴

重
な
記
録
で
す
。

第
一
回
巨
は
、

民
俗
調
査
の
だ
め

の
予
備
震
査
を
し

て
い
だ
昭
和
五
十

八
年
四
閂
に
口
△

チ
ナ
ゲ
猟
」
に
つ

い
て
調
歪
さ
れ
だ

文
化
庁
の
天
野
武

氏
の
記
録
を
紹
介

し
ま
す
。

バ
チ
ナ
ゲ
猟
」

は
四
国
で
は
、
こ

の
地
方
に
し
力
貝

ら
れ
な
い
涯
法
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

積
雪
期
に
、
空
中
に
竹
の
棒
切
れ
を

投
げ
と
ば
し
て
野
兎
を
す
く
ま
せ
、
網

を
か
ぶ
せ
て
捕
ら
え
る
猟
法
が
四
国
地

方
で
確
認
さ
れ
た
。
肱
川
町
大
谷
の
伝

承
で
あ
る
。
こ
う
し
た
猟
法
は
、
本
州

に
広
く
分
布
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
で
何
ら
め
ず
ら
し
い
習
俗
で
は

な
い
も
の
の
、
こ
と
四
国
地
方
に
限
る

と
従
来
報
告
例
が
見
出
し
難
い
だ
け
に
、

大
変
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

竹
の
棒
切
れ
を
投
げ
と
ば
す
猟
法

を
、
大
谷
で
は
ム
チ
ナ
ゲ
と
呼
ん
で
い

る。
昭
和
十
六
・
七
年
頃
ま
で
こ
の
猟
を

し
た
と
体
験
者
は
語
る
。
竹
の
棒
切
れ

を
ム
チ
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

大谷の『ムチナゲ猟』

ひじかわの属鬱 ①
 

う
。
た
だ
し
、
ム
チ
は
空
中
に
投
げ
と

ば
す
だ
け
で
な
く
、
振
り
回
す
の
に
も

使
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
さ
は
五
十
ー

七
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
で
、
五
十
セ
ン
チ

前
後
が
最
適
と
い
う
。
入
手
し
や
す
い

真
竹
の
根
株
の
部
分
を
と
り
こ
み
、
利

用
す
る
。
太
さ
は
、
片
手
で
握
れ
る
程

度
。
笹
が
つ
い
て
い
な
い
も
の
の
、
表

面
に
節
目
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
力
を

こ
め
て
空
中
に
投
げ
と
ば
す
と
空
気
抵

抗
に
よ
っ
て
音
を
発
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。野

兎
狩
り
は
一
月
末
頃
か
ら
二
月
十

日
前
後
に
か
け
て
な
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
時
季
は
農
閑
期
で
あ
り
、
毎
冬
、

ニ
ー
三
回
は
出
猟
し
た
と
語
る
。
も
ち

ろ
ん
、
年
に
よ
り
積
雪
量
お
よ
び
初
雪

を
み
る
時
期
に
違
い
は
あ
っ
た
も
の
の
、

例
年
一
月
二
十
日
前
後
に
雪
が
降
り
は

じ
め
、
約

一
か
月
間
積
雪
を
み
る
と
い

い
、
最
大
積
雪
量
は
約
一
メ
ー
ト
ル
に

達
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ム
チ
ナ
ゲ

に
適
す
る
の
は
、
根
雪
の
上
に
か
な
り

の
新
雪
が

ふ
り
積

っ
た
場
合
に
限
る
と

さ
れ
る
か
ら
、
狩
り
日
和
は
、
気
象
条

件
に
制
約
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
こ

で
、
か
な
り
の
新
雪
が
ふ
っ
た
場
合
と

は
、
野
兎
を
追
っ
て
山
野
を
歩
行
す
る

に
支
障
が
な
く
、
か
つ
野
兎
が
逃
散
し

が
た
い
ほ
ど
に
降
り
積
っ
た
場
合
を
さ

す
ら
し
い
。
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
し
て

積
雪
が
す
す
む
も
の
の
、
新
雪
が
約
三

十
セ
ン
チ
あ
っ
た
場
合
と
す
る
の
が
一

つ
の
目
安
で
あ
っ
た
と
い
う
。

△
チ
ナ
ゲ
罪
の
時
期

0

や
り
く
り

や
り
く
り
を
し
て
旅
だ
ち
の
子
に
持
た

せ

芳

子

か
さ
ず
ム
チ
を
投
げ
と
ば
し
た
の
で
あ
せ
い
ぜ
い
十
メ
ー
ト
ル
と
い
わ
れ
て
い

る
か
ら
、
お
ど
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
る
。
こ
の
ぐ
ら
い
だ
と
最
も
効
果
的
で

い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
天
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

昭
和
十
四

・
五
年
頃
に
は
ゴ
ム
長
グ
敵
の
襲
来
に
見
せ
か
け
る
と
は
し
て
い
こ
う
し
た
要
領
で
ム
チ
を
投
げ
な
が

ツ
を
は
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
な
い
も
の
の
、
ム
チ
を
振
り
な
が
ら
接
ら
野
兎
の
寝
ど
こ
に
接
近
し
、
そ
の
上

れ
以
前
で
は
‘
ワ
ラ
マ
キ
を
つ
け
草
桂
．
近
し
、
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
続
け
ざ
ま
へ
網
を
か
ぶ

せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
風
下

脚
半
と
い
う
装
い
だ
っ
た
と
い
う
。
各
に
投
げ
と
ば
す
。
な
ど
の
動
作
を
す
る
か
ら
シ
ノ
ビ
ア
シ
で
寝
ど
こ
へ
接
近
し
、

自
、
三
本
ぐ
ら
い
の
ム
チ
を
持
ち
、
新
こ
と
で
も
、
野
兎
を
ネ
ド
コ
に
す
く
ま
野
兎
め
が
け
ム
チ
を
投
げ
と
ば
し
な
が

雪
上
に
残
さ
れ
た
野
兎
の
足
跡
を
た
ど
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
読
み
と
れ
る
。
ら
迫
っ
て
も
逃
散
し
て
し
ま
う
こ
と
も

り
遠
ま
き
に
し
て
進
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
、
ム
チ
を
投
げ
と
ば
す
の
は
、
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

野
兎
に
気
付
か
れ
ぬ
よ
う
接
近
し
た
も
野
兎
に
命
中
さ
せ
よ
う
と
意
図
す
る
も
大
谷
に
伝
わ
る
ム
チ
ナ
ゲ
猟
法
は
‘

の
の
、
右
手
に
持
っ
た
ム
チ
を
振
り
ま
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
四
国
地
方
の
野
兎
狩
り
に
関
わ
る
猟
法

わ
し
、
左
手
の
ム
チ
を
投
げ
る
よ
う
に
と
も
か
く
、
ム
チ
の
投
げ
方
は
、
そ
に
お
い
て
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
が
可

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
ム
チ
を
投
れ
を
水
平
に
し
て
投
げ
る
と
い
う
よ
り
能
な
の
だ
ろ
う
。
周
辺
地
域
な
い
し
四

げ
る
の
は
必
ず
し
も
野
兎
を
お
ど
す
た
は
、
「
振
り
お
ろ
す
よ
う
に
」
と
表
現
さ
国
山
地
に
お
け
る
、
同
じ
よ
う
な
猟
法

め
と
の
み
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
れ
る
よ
う
に
、
ム
チ
を
縦
に
し
て
投
げ
の
伝
承
に
接
し
た
い
。
広
く
分
布
し
て

解
さ
れ
る
。
そ
れ
で
も
遠
巻
き
に
し
て
た
と
い
う
。
こ
の
縦
投
げ
は
、
他
で
は
い
た
と
推
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

木
の
根
っ
こ
に
で
き
た
く
ぼ
み
（
寝
ど
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
特
色
で
あ
る
。
傾
（
あ
ま
の
た
け
し
／
文
化
庁
無
形
文

こ
）
に
い
る
野
兎
を
発
見
す
る
と
、
す
斜
面
で
も
遠
く
ま
で
と
ば
な
い
ら
し
く
、
化
民
俗
文
化
課
主
任
文
化
財
調
査
官
）

9
9
`
•

♦

』
•
•
•
`
•

大
学
の
子
へ
や
り
く
り
の
四
苦
八
苦
ガ
ン
バ
レ
ヨ
母
が
後
押
し
し
て
あ
げ
る

一

敏

ヒ

ロ

ミ

や
り
く
り
を
し
て
ま
で
高
い
鍋
を
買
い

藤

子

0

カ
ラ
オ
ケ

二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
の
あ
る
店
に
す
る

一

敏

カ
ラ
オ
ケ
が
後
追
い
か
け
て
い
る
音
痴

良

子

カ
ラ
オ
ケ
に
乗
っ
て
外
れ
て
又
乗
っ
て

理

峯

カ
ラ
オ
ケ
の
魅
力
音
痴
を
う
た
に
す
る

ふ
み
緒

R 
つ
り
は
し

猟

の

万

法

0
後
押
し

後
押
し
を
し
た
く
な
る
よ
な
娘
の
お
産

フ
ジ
ェ

〇
助
け
る

い
や
な
客
電
話
の
ベ
ル
で
助
け
船智
エ
子

助
か
ろ
か
医
者
の
た
め
息
気
に
か
か
る

登
代
子

み
え
を
捨
て
、
心
豊
か
に
、
明
る
い
町
づ
く
り

◎
結
婚
改
善
を
み
ん
な
で
進
め
ま
し
ょ
う

一
、
結
婚
式
（
披
露
宴
も
含
）
は
、
当
事
者
二
人
を
中
心
に
、
関
係
者
が
そ
の

門
出
を
お
祝
い
す
る
、
簡
素
な
う
ち
に
も
意
義
あ
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
披
露
宴
は
、
公
民
館
結
婚
式
以
外
も
会
費
制
と
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
会
費
ま
た
は
祝
儀
は
、

五
0
0
0
円
以
内
と
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
お
色
直
し
は
、
そ
も
そ
も
の
意
味
を
重
ん
じ
一
回
と
し
ま
し
ょ
う
。

五
、
記
念
品
を
全
廃
し
ま
し
ょ
う
。
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>>1l 8 >日
日 日 日 日程
困 (Ji) 圏 体）

i 公
大 北、、ゥヽ

t 谷 栄 場
公 集

且
民 会
旦
所

館 所

午前10時
闘！ 

午後3時

⑥
健
康
づ
く
り
料
理
教
室

頁

“ 
1月日曜・祝日当直医

▼12月28日圏は平常どおり行い
ます。

▼12月29日出から1月3日困ま
では休みます。

▼1月4日⑥からは平常どおり
行います。

※印鑑証明・戸籍の騰抄本や住

民票は休みの期間中は発行でき

ませんので、必要な方はお早目

にお取りください。

※出生・死亡・婚姻•その他の届け出は、休みの期間中でも宿

日直者が受け付けますが、あら

かじめ電話で内容を連絡してか

らお出かけください。

日 当直医 電話番号

1日 芳我外科医院 44-2560 
（灼 （内子町）

2日 宝来医院 44-2248 
困 （内子町）

3日 小川医院 44-2815 
休 （内子町）

6日 古川医院 44-2407 
（日） （内子町）

13日 町田医院 43-0211 
（日） （内子町）

15日 成田医院 47-0061 
閥 （内子町）

20日 前田医院 44-2859 
（日） （五十崎町）

27日 松浦医院 44-2776 
（日） （五十崎町）

救
曜日 病院名 電話番号

月
菊原外科医院 24-4646 
（大洲市）

火
大洲市立病院 24-2151 
（大洲市）

水
加戸病院 24-5101 
（大洲市）

木～日
大洲中央病院 24-4551 
（大洲市）

急 病

院

1 1 1 1 
月 月 月 月 日
30 11 10 ， 
日 日 日 日 程
困 倹 困 困

喜
魯： 
正

『魯閏
場

公

旦
所

午前10時時～ 闘11 

▽
場
所

▽
日
時

年
末
・
年
始
の
役
場
の
業
務
は
次

の
と
お
り
で
す
。

12
月

28
日
⑥

12
月

29
日
出

↑
 

1
月

3
日
困

1
月

4
日
⑥

◎
戸
籍
事
務
（
戸
籍
関
係
）
窓
日

＠
母
親
学
級
1
月
25
日
⑥

午
後

1
時
ー

3
時

肱
川
町
公
民
館

0
お
産
の
準
備
と

補
助
動
作
に
つ
い
て

0
赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の

入
れ
方
に
つ
い
て

⑥
へ
き
地
栄
養
学
級

1
月
28
日
向

面
璽
ご
璽
羹
閾

⑥
健
康
相
談

⑥
乳
児
相
談

⑥
行
政
相
談
1
月

5
日
出

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

昭
和

59年
12
月

29
日
か
ら
昭
和

60

⑥
年
末
・
年
始
の
郵
便
局
窓
口
の

取
扱
時
間
に
つ
い
て

＊
相
談
員
の
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

正
山
公
民
館

日呈

場

所

時間

午前10時1
午後3時

1 1 1 
月 月 月 相
25 16 5 談
日 日 日 日
倹 困 仕）

r呂上→• r呂ユ→•

藤高 沖野 戒野福田
担

田田

］ 工
矢、昌ビ口‘‘ 

静塁
ミヽ 恒

カ三 子保 員

御
用
始
め

こ
の
間
は

休
み
ま
す
。

▽

時

間

午

前

9
時
ー
午
後

4
時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

心
配
ご
と
相
談
室

御
用
納
め

⑥
わ
れ
も
の
を
内
容
と
し
た

小
包
郵
便
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て

▽
場
所

▽
内
容

⑥
心
配
ご
と
相
談

疇笞(16)

年
末
年
始
の
役
場
業
務

窓
口
事
務
は
お
早
目
に

▽
日
時

▽
日
時

1
月
17
日
困

受

付

午

後

1
時

1
2時

▽
場
所
肱
川
町
公
民
館

⑥
農
地
相
談
1
月
25
日
圏

午
前

9
時
ー
午
後

4
時

▽

場

所

役

場

第

3
会
議
室

▽

担

当

相

談

員

兵

頭

達

行

委

員

11月
26日
か
ら
、
送
達
途
中
に
破
損

す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
郵
便
小
包

で
送
ら
れ
る
場
合
、
小
包
の
表
面
に

「
わ
れ
も
の
注
意
」
と
表
示
す
る
か
、

そ
の
旨
窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
示
の
あ
る
小
包
は
、
機
械

処
理
は
行
わ
ず
、
す
べ
て
手
作
業
で

扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
日
時

▽

相

談

員

福

田

保

委

員

＊
 

*
*
＊
＊
＊
 

ャ
、
あ
誕
生
あ
め
で
と
う
＊

＊
 

＊
 

＊

ご

ざ

い

ま

す

＊*
＊
*
＊
*
 

＊
 中
野

二

宮

琢

也

さ

ん

長

男

紳

一

郎

ち

ゃ

ん

瓜

生

谷

山

下

敬

介

さ

ん

長

女

恵

未

ち

ゃ

ん

共

栄

泉

久

満

さ

ん

二

男

弘

ち

ゃ

ん

＊
 

*
＊
＊
＊
*
 

ご

め

い

ふ

く

を

＊

＊
 

＊
 

＊
 
＊

お

祈

り

い

た

し

ま

す

＊

、

＊
＊
＊
＊
＊

＊
 

片

岡

勝

幸

さ

ん(39歳）

周
藤
丈
太
郎
さ
ん
(85
歳）

石
松
さ
ん
(83
歳）

シ
マ
さ
ん
(88歳）

宮
子
さ
ん
(62歳）

中

野

瓜

生

谷

広 肱

常 栄

中

居

谷

木
村
東

城戸

h 月i § 付屡§ 月畠 品 日
困 （日） (±) 

翠午後時0午前時9 翌午後時0午前時9 翌午後時0午前時9 
午f品妾篇時g S 
誓午後0午前ザ9 翌午後時0午前時9 

郵

1更

窓、

ロ

岱 >『午後時4 篇時9 , > 午『孟9 i 窓
手

ロ

年

L
月
3
日
ま
で
の
窓
口
取
扱
時
間

は
次
表
の
と
お
り
で
す
。


